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Be三tragezurKlinikderTuberkuloseundspezifischen

TuberkuloseforschungBd.85,Heft3,1934,

急性 多 獲性 關 節 炎 ノ結 核性 原 因 二就 テ

HeinlichMayrhofor(Wien):ZurFragedertaber-

kul6senAtiologiederakutenPolyarthritis.

急性 多壁 性 關 節 炎 ノ原 因 二就 テハ、今 迄 種 々想像 サ レ

タ,レモ、浸 潤 ス ル事 ヤ、叉 風 邪 ニ ヨツ テ起 ル事 等 ヨ リ、

徽 菌 ニ ョル傳 染 病 二非 ズ ヤ ト考 ヘ ラ ル ・二到 レ リ。

最近Reitter氏 、LδwensteiR氏 等 ハ急 性 多 獲性 關 節

炎 ハ、結 核 菌 ニ ヨ ノレモ ノナ リ ト考 へ、而 モ患 者 ノ血液

中 ヨ リKoch氏 菌 ヲ謹 明 セ リ ト云 フナ リ。

血 液像 二於 テ へThanhauser,Schilling及 ビMattes

氏 ノ云 フ様 二急 性 多 獲 性 關 節 炎 ハ、 結 核 ト同様 二、先

ヅ甚 シ イ 白血 球増 加 ト、 輕 度 ノ 中 性 白血球 壌加 ア リ

(30人 ノ患 者 中6000以 下 ハ僅 二5入 ナ リ}、 淋 巴球 細

胞 ハ多 クハ25-30%ノ 間 ニ ア リ、 特 二浸 出 性 多 獲性

漿膜 炎 二血 液 像 ハ ヨ 〃似 テ ル.

急 性 多獲 性 關 鮪 炎 ニ テ必 須 ノ症候 ハ、沈 降 速 度 ノ早 ク

ナ ル事 ニ テ、 病 勢 ノ輕 重 ト無 關 係 二何yモ2emm以

上 ア リ(4痔 問 目 ノ値 ノ聖 、著 者 ノ患 者30例 ニテ ハ、

20mm以 下 ハ9例 ア リ。

次 二著明 ナ,レハ禮 温 ナ リ、 禮 温 バー 膿 二高 ク、結 核 ノ

間欺推 進 及 ビ肋膜 ノ浸 出性 疾 病 ニー 致 ス ル、而 モ結 核

性 疾 患 ト同様 二慢 性 ニナ レ バ微 熱 ニ ナ ル。

「ツ ペ,レク リ ソ
」感 受 性 モ、 結 核b同 様 二、凝 病 ノ第1

日ハ極 メ テ僅 二陽 性 ナ ル モ、 關 節 が次 カ ラ、次 ト侵 サ

ル ・ニ ツ レテ、 陽 性 度 ガ甚 シ クナ ル、 帥 チ初 メギツ ベ

♪レ〃 リン」ノ1!1000ニ テ漸 ク陽 性 ナ リシ モ ノ が途 ニハ

1/1・0000.000ノ 稀 薄液=テ モ 陽 性=ナ ル、 トキニ ハ

1〆10・OOO.OOO.000二 稀 薄 シテ モ陽 性 ニ ナ ル事 ア リ、之

等 ノ事 ヨ リ關 節 ヨ リ關 節 二移 ル事 ハ、了 度 肺 結 核 ノ間

漱推 進 トー 致 ンテ ル感 ア リ、而erツ 勺 レPt}ソ 」療 法

が往 々1冬赦 ス ル事 等raリ 考 ヘ テ爾 夏 ナ リ9

(康 京 市療 、 三騨 抄)

Dtirrheim二 於 ケ ル 成 人 ノ 呼 吸器 外 結 核 症 ノ光

線 療 法 ノ知 見蛇 二治 療成 緕

FritzLeichtweiss(Baden):ErfahrungenundErfolge

beichronischer¢xt塾ap"1monalerTuberkuloseder

ErwachsenenimH6hensolbadDUrrheim.

A.治 療 地 ノ位 置 及 ビ氣候

一 禮 二多 少 刺 戟 ア ル氣候 ノ方 ガ結 果 ハ良 久 此 ノ鮎 二

關 シテ ・・Difrrheim・ ・最 モ適 當 ナ リ、 大 家 ノ設 二從

ヘ バ高 山 氣 候 ハ始 終割 合 二二雫等 デ、 光 線 が 強 ク、 冷

寒 デ、 乾 燥 シ易 イ黙 が良 イ、 此 ノ鮎 ハDifrrheimノ

條 件 トー致 シテ ル.肺 臓 以 外 ノ結 核 二数 ア リ.

B.患 者 ノ移 動 二就 テ ノ統 計

1.年 齢、 職 業 二就 テ ハ20歳 前後 が最 モ 多 ク、 工場

勢 働 者 ガ多 藪 ナ リ.

2.遺 鯵 的素 質 ノ有 無 ヲ見 ル ニ何 レ ノ 患 者 ニモ殆 ン

ド認 メ得 タ。

3。 彊 質 モ大 イニ關 係 ア レ ド外 界 ヨ リ働 ク要素 二左

右 サ ル ・事 多 シ.

4.罹 病 場 所 ハ關 節 が過 牛 撒 ナ リ。

5.診 噺 ハ血 球 沈 降 速 度 ヲ主 トシテ用 フ ル モ 絶 封 ノ

信 ハ ナ シ。

6・ 肺 臓 結 核 ノ併 漿 ア ル者 二 ・・Ranke氏 ノ第 二 期 ノ

者 多 ジ。

以 上 ノ諸 貼 蛇 二治 療 方 法 等 ヲ用 ヒテ過 去10年 間、 肺

臓 以 外 ノ慢 性 結 核 症 二就 テ、比 較 的高 イ山地 及 ビ光 線

ニ ヨツ テ、 圭 ト シテ幼 若 並 二 中年 ノ者504人(男322

人 、 女172人)ノ 治 療 ヲセ リ.是 等 ノ患 者 ハ農 業 二從

事 シテ居 タ者 ハ比 較 的 少 ナ ク、圭 トシテ工 場 勢 働 者 ナ

lj、 共 レ故 二女 子 ニ ア ツテ ハ特 二煙 草 職 工 、飾 リ職 、

製 本 職 等 二從 事 シテ タ者 が 多 イ。併 シ職 業 的 二特 二侵

サ レタ ト思 バ レル鮎 ハ ナ イ。 侵 サ レタ臓 器 二就 テ見

テ、何 モ遺 簿 的素 因 ハ詮 シ得 ヌが、 大 部 分 ハ肺 結 核 患

者 ノ家 庭 二住 ミ シ者 力、叉 ハ家 族 外 ノ肺 結 核 患 者 引}

感 染 シテ.途 二骨 結核 等 ヲ起 匂 レ者 ナ リ。
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繊 以外二結鶴 鵬 匂噌 ノ6・.5%ハ 肺結核瑠

明 シ得 ル モ、是 等 ハ普 通 全 ク豫 痕 形 成 ヲ來 セ ル 者 力、

左 ナ ク バ非 活 動 性 ノ者 デ ア ツ テ、主 二第 二期 ノ症獣 デ

ア ル。 所 謂 第 三 期結 核 レ呼 バ レル者 ハ極 メ テ 稀 デ ア

ル.夫 レ敏 二比 較 的経 過 ハ ヨイ、 恐 ラ クー 臓 器 二限 ラ

レ タ結 核 ト云 フ モ ノハ極 メ テ稀 ニ テ、多 クハ肺 臓結 核

ノ或 種 ノ時 期 ノ モ ノ ヲ合 併 ス ル ナ リ。若 シ骨 、 關 節 二

限 ラ レタ結 核 ガ ア ツ テ、 診 噺 ヲ誤 り易 イ場 合 ニ ノ・「ツ

ベ ル ク リ ソ」反 癒 ヲ見 ル。

是 等 ノ療 法 ハ第 一 二 日光療 法 ヲ用 フル 、分 泌 物 ノ長 ク

績 ク痩 孔 ノ アル腹 膜 炎 患 者 ニ ノ・非 常 二奏数 セ リ。 「レ

ソ トゲ ソ」照 射 ヲ併 用 ス ル場 合 ヒ ノ・5--10%H.EDノ

如 キ少 ナ イ刺 戟 駈 ヲ用u、 総 量60-80%論 テ止 ム、

之 ハ結核 性 淋 巴 腺 炎 及 ビ腹膜 炎 二最 モ敷 ア リ、最 モ注

意 ヲ要 ス ル ハ結 核 性 脊 椎 「カ リエ ス」ニ テ 之 ハ籔 例 ナ

Vド 極 メ テ僅少 ノ量用 ヒ タ リ、ザツ ベ ル ク1)ン 」療 法 ハ

普 通 ノ非 特 異 性 刺 戟療 法 トナ シ使 用 セ ズ。

一般 療 法 同 様 二局 所療 法 モ亦用 ヒル
、印 チ結 核 性 腫 瘍

ハ 穿 刺 スル、痩 孔 ニ ハ沃 度 ヂホル ム」ヲ用 フ ル、骨 、 關

節 等 ハ安 静 ト使 用 ヲ避 ケ ル爲 二固 定 ス ル。

以 上 ノ様 ニ シ テ著 者 ハ病 的 ノ鮎 ヲ 氣候 ノ璽 化 及 ピー

般 療 法 ニ ヨツ テ良 イ方 へ 榑換 セ ン トス ル ノ が圭 眼 ニ

テ、 可 成 長 ク入 院 スル 様 ニ セ リ、其v故 二4-8ケ 月

位 入院 ス,レ。斯 ク シテ60.6%ハ 永 久 全 快 シ、 而 モ全 藪

ノ14%ハ 多年 作業 可能 ナ リ。(東 京 市療 、 三 憩 抄)

糖 尿 病 ヲ有 ス ル肺 結 楼 患者 ノ臨 淋 戴 二病 理

R.Roller 、Wien):ZurKlinikundPathogeneseder

、Lu降gentuberkulosebeimDiabetesmellitus .

1.著 者 ハ肺結 核 患 者 ニ テ 糖 尿病 ヲ有 ス ル116例 二

就 テ、肺 臓 所 見 ノ経過 及 ビ豫 後 二就 テ観 察 セ ル ニ、

2.是 等 ノ大 部 分 二於 テ ハ、肺 結 核 ハ 第 二 次 的 二壁病

セ ル モ ノ デ、唯 少 轍 ノ壇 殖 性 型 ノ モ ノニ於 テ ハ、 糖 尿

病 ノ方 が第 こ二次 的 二腰 生 シテ ル。

-3・ 肺結 核 ノ経 過 ヲ見 ル ニ、最 初 肺結 核 が ア ツ テ、 次

二糖 尿病 ヲ併 豪 セル 者 ニ アツ テ ハ、絵 リ急 速 ノ増 悪 ノ・

サ イ.

4.糖 尿 病 患 者 が肺 結 核 二罹 患 セ ル 者 ノ 中浸 出 型 ノ

モ ノ ・病 理 ヲ見 ル ニ、皆 外 部 ヨ リノ感 染 ニ ヨ]レ、彼 等

ハ作 業 中 糖 尿病 二患 ル ト共 二肺 結 核 ニ ナル 者 モ アル

・シ、 叉 塘 尿病 ニ ナ ツテ カ ラ、相 當 ノ日時 ヲ経 テ、 肺結

咳 ニ ナ ル者 モ ア リ.

:5.著 者 ノ縄 験 ニ テ ハ、糖 尿病 患 者 ニ テ肺 結 核 ヲ有 ス
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ル 者 ニパ イ ソ シ」 ンJヲ 用 ヒテ モ絵 り奴 裏 ハ ナ イn

寧 ロ ヂイ ン シ」 ン」ヲ用Uヌ 治 療 ノ方 ガ妓 果 アe、 「イ

ソヴ」 ソ」ニ ヨル治 療 ハ 多 少 慮 命 ヲ 廷 シタ ヤ ニ思 ハ

レ,レノ ミナ リ。(東 京 市療 、 三 瀞 抄)

老 人 ノ縫 隔 甕 淋 巴 腺 ガ 周 國 臓 器 ワ 損 傷 呂 ヨツ テ

生 ズ ル硬 結 卜崩 漬過 程

AifreldArnstein(Wien):IndurativeundZe㎡alls・

vorgXngeindenme■mstinalenLymphkneteRim

hδherenAltermitSch蕊digungderbenaehbarten

Organe。

Ranke氏 等 ノ淋 巴腺 周 園 炎 〉呼 ブ モ ノニ テ、

1・ 縦 隔 實 淋 巴 腺 ノ附近 二生 ズ,レ、特 種 叉 ハ非 特種 ノ

病 氣 ノ鍛 的統 計 ヲ 見,レニ、 淋 巴腺 ノ炎衝 ヲ起 シ、績 イ

テ結 締織 二愛 化 スル モ ノ ハ老 人 ニナ ル程 多 シ。

2.内 部 カ ラ淋 巴腺 ノ活 動 ヲ 起 ス モ ノノ・多 クハ間 獣

推 進 的 二來 り、之 レ ニ結 締織 組織 ノ墳 加 ヲ來 シテ治癒

二向 フ。

3.此 ノ新 二作 ラ レタ ル結 締 織 へ 年 ヲ経'レ ニ ツvテ

漸 次 萎縮 ジ テ、血行 並 二淋 巴 ノ循環 障 撮 ノ爲 、 硬化 ス

'レト共 ニー 方叉 軟 化 ス。

4・ 淋 巴腺 ノ硬 皮 化 シタ モ ノハ、結 締 織 ニ ヨル癩痕 ノ

襟 二、 永 久 不 髪 ノモ ノニ非 ズ シ テ、績 イ テ起 ル崩 壌 ヘ

ノ階 梯 ナ リ、此 ノ崩 壌 ハ組 織 各個 ノ問 ノ關 係 ヲ粗 雑 ニ

シテ、 一 方 二於 テ萎 縮 ヲ來 ス、即 チ炭 粉 叉 ハ石 粉 ノ爲

二、 組 織 が其 ノ内 二循 環 器 、紳 経 等 ガ ア ル ニ モ カ ・ハ

ラズ萎 縮 ヲ來 ス様 ナ モ ノデ、年 月 ノ経 過 ト共 二、昼 ζ

崩 壌 萎 縮 ス ル。

5.塵 埃 ノ多 イ環 境 二 生活 スル吾 人 ハ、自然 二炭 粉 其

他 ヲ吸 入 ス ル次 二肺 組 織 が萎 縮 シテ、老 人 性 肺氣 腫 ノ

状 態 トナ リ、塵 埃 ノ大 部 分 ハ遊 離 シテ、 肺 ノ淋 巴管 二

入 り、近 ク ノ淋 巴腺 二沈 著 シテ硬 結 ヲ作 ル。

6.而 シテ、 結 局 結 核 ノ ミナ ラ ズ、淋 巴 腺 内 ノ非 特 殊

性 分 蛋 白 質分 解 産 物 が再 ビ遊 離 シ 出 シ テ 「ア レル ギ

ー」歌 二働 ク事 モ等 閑 二 出來 ヌ。 著 者 ノ観察 ハ老 人 ノ

淋 巴腺 ノ硬 結 性 髪 化 ガ、ノくイニ意 味 ア ル モ ノニ テー度

治 癒 シタ結 核 が再 ビ活 動 的 ニ ナ,レ事 ハ常 二見 〃、之 γ

ト同様 ノ事 ハ子 供 ニ テハ 屡 く見 ンレ所 ニテ、初期感 染叉

ハ全 ク陳 奮性 ニ ナ ツタ モ ノ 即 チ 氣 管枝 淋 巴腺結 核 ガ

乾 酪 化 シテ潜 在 性 ニ ナ ソ テ、割 合 二良 性 ト思 ハ レタ モ

ノ が、 一 度 硬 結 ヲ來 シテ、次 二悪 化 スル事 ハ往 々ア ル

事 ニ テ、高 齢 者 ニ モ屡 ζ突 然愛 化及 ビ合 併 症 ヲ供U易

イ.(東 京 市療 、 三 紳抄 、
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ZeitschriftfarTuberk凹 轟oのeBand68,Heft4,1933.

肺 結 核 患 者 昌於 ケ ル 光 線 生物 學 的 膿 質 ノ 研 究 二

就 テ

HeinzThiem:LichtbiologischeKonstitutions・iln

Aiersuchungen顯KrankenmitLungen加berkulose .

肺結 核 患 者 ノ光 線 二封 ス ル感 受 性 ハ、病 竃 ノ活動 性 ノ

穐度 が、 鍛 モ電 要 ナ ル 要素 ナ リ。

(東 京 市療 、 矢 部 升 抄)

喉 頭結 核 ノ藥 物 學 的 療 法 二劃 ス ル寄 與

W.$choene:Beitrag .zutimedikamentδsenBehand-

lungderKehlkopftuberkulose.

肺 結 核,ue?s-=一テ未 ダ喉 頭 ノ侵 サ レ ザル モ ノ へ1週 数

回 「メ ンb一 ル、1油ノ注 入 ヲ行 ヒタ ルニ、患 者 二良 好 ナ

ル氣 分 ヲ奥 へ 非 特 異性 咽 喉 炎 、及 ビ特 異 性過 程 ニ ヨ

ル ニ 次 的 刺 戟 症状 ニ ハ好 結 果 ヲ齎 セ リ.、

・、東 京 市療 、 矢 部升 抄)

醗 酵 ツベ ル ク リ ン」病 竈充 血 、及 ビ非 病 竈及 感

AleanderK◎mi§:GegorenesTuberkulin.・Herdhy・

per践m量eUftdnichtHerdreaktiQn。

醸酵 「ツ ベ ル ク リ ンp・ 、病 購 刺 戟 反 慮 ヲ呈 セ ズ、 病 繕

ノ充血 ヲ起 シ、 病 竈 ノ簸 痕 化 ヲ起 シ、純 過 ヲ佳 良 ナ ラ

シメル。(東 京 市療 、 矢 部升 抄)

結 楼菌 株 ノ毒 力 ト酸 化還 元 電 位 トニ就 テ

M.LAksianzew:VberdasOxydereduktioRg.poten'

tialeinigerTuberkelbazilleRsttimmeimZusammen-

hangmitihrerVirulenz.

結 核菌 株 ノ酸 化 還 元 電 位 ヲ測 定 ス ル ニ、襟 力 強 キ菌 株

へB・C・G・ 二比 シテ電 位 高 ク、 成 熟 菌 ハ幼 弱 菌 二比

シテ、 電 位 高 シ.(東 京 市 療 、 矢 部 升 抄)

肺 結 核 患 者 ノ治 療 二於 ケ ル新 シ キ 藥 割 及 ビ滋 養

剤 二就 テ

G.Schrδder:OberneuereMedikamenteundNtihr・

mitte】fUrdieBehandlungderTuberkulese.

特 異刺 戟剤 トシテ ハ、∫ギ ツ ベル ク リン」ノ皮下 及 静 腿

内 、 少 燈持 長 法、「メ チー ル、 ア ソチ ゲ ソ」ノ少 量 纈 績

法 、及 ビ結 核 菌 ノ自家 溶 解 ニ ヨルEndotoxinド ツ ベ

,レク リソ藩数 果bノ 合 併 法、死 菌 「ヲ クチ ン」法B℃.G.

「ワ ク チ ソ」法、 「サ ボ ニ ぬ 加 培 養菌 ノ 加 熱 「ワ 〃 チ

め 法 、 志 賀 「ワ ク チ ソコ、A.O.,及 ビ他 働 免疫 法 トシ

テ ノThanatophthisinヲ 鵬 ゲ、非 特 異性 刺 戟療 法 トン

テ ハ、 植物 性Disulphanin.臓 器 刺 トシテ脾 臓 製 剤 、

膵 臓 製 蛸 ヲ爆 ゲ、非病 源性 抗 酸 性 菌 ニ ヨルFriedmann

氏 ノ リ ク チ ぬ 二言及 シ、化 學 療 法 トンテ へ 金 ノ製

鋼 ト シテ 「サ ノ ク リ ジンji'ク リサ ル ビ ン」、1ア 〃uジ

ソ」、 ヲ暴 ゲ、 蒼鉛 鋼 、 水 銀 蛸、 沃 度鋼 ヲ羅 ゲ タ リ。

藥 物療 法 ト シテ ハ、沃 度痢 、 肝 油 、「拗 ル シ ウ ム」刺 ヲ

墨 ゲ、 鎭 咳 刺 トシ テ ハ、 「コデ イ ン.!、1ナル コチ ンJ、

「パ パ ベ リ ソ」
、1ナ ル セ イ ン」 ヲ 継 ゲ、 袖 疾 痢 トシテ

ハ、 囎 化Fア ソモ ニ ウ ム.1、 ヂ千 モー ル」、iグ ァ イ ヤ コ

ー ♪巧 、 ジクyオ ソー一ト」ヲ暴 ゲ、叉 氣管 内 句 ピ3一 ド

ル」ノ注 入、 「サ ポニ ン」鋼bシ テハcル ビ ウ ム」、「・yp

ツ プ」ヲ堅 ゲ盗 汗 ニハ樟 騰 酸 、吸 入 鋼 トシテ ハ 「オ イ カ

リプ トー ルβ 由、 心 臓 衰弱 ニハ、 ジシ ソバ トー ル・」ヲ學

ゲタ リ.

榮 養 刺 トシテ ハ、H・G.S.減 腰食 餌 ド ビタ ミ ソ」揃 ト

ヲ曝 グ、壌 レ ニ 「ヒ ヨ 癖 鞠 ノ合併 使 用 ハ期 間 ヲ短 縮 ス

ト述 ペ タ リ.(東 京 市療 、 矢 部 升 抄)

ZeitschriftfUrTuberkulose.Bd,69.H.1,1933.

結 核 病 源 艘謹 明方 法 ノ比 較 研 究

LFrtinkel:VergleichendeUntersuehuRgenzum

NadhweisdesT{iberkuloseerregers.

近 來結 核 病 ノ診 噺 方法 ハ非 常 二獲 蓮 シ 贋ガ、結 核 菌 ヲ

瞳 明 ス ♪レト云 フ事 賢 ハ俵 然 トシ テ璽 要 ナ事 テワ 肱 然

シ結 核菌 瑠 醐 法 モ 彩種 多様 ユ 城 表 サ レテ ヰ ル ガ、

著 者 ハ ソ ノ種 々 ナ謹 明法 ヲ麟己 ノ 買 験 ヲ基 礎 トンテ

ソレ等 ノ方 法 ノ優 劣 ヲ比較 シテ ヰ ル燈結 核病 源 髄 ノ凡

テノ型 ヲ磯 實 二材 料 中 二 諏 明 ス,レ撰 ぜ二 ・・唯駅 二所

謂Kl》ch/Bazi}lenヲ 見 出 一監a"tSデ ハ充 分 デ+イ 事

ハSweany等 ノ實 験 等 カ ラモ 明 ラ カナ事 デ ア,%故 二

著 者 ハ 實験 ノタ ノニMuch/Granulafiirbungヲ モ

行 ソ タ.

實 験 方 法 ハ材 料 トシ テEiteri、KalterAbscess)Ham,

Exsudaし 及 ビSputaヲ 用 ヒ、 各 材 料 ・・毎 週Zih1・

Neelsen染 色 法 デ 検 査 シ、 毎 常 陰性./モ ・ヲ用 ヒタ。

特 二Sputaハ3ケ 月間 輔密 二検 査 シ、 確簑 二菌 ノヰ

ナ イモ ノヲ選 ンダ.斯 ノ如 クZihl-Neelsen染 色 法 デ

陰 性 ノ材 料Sputa76、Exsudat.2ユ 、Eiter6、Hari}

5、i「z/・a卜10S個ノ赫 料 ヲ他 ノ方 法 二依 レ 菌検 出 法比 較
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試 験 二用 ヒ タ.即 チ、 検 出法 トシ テ、Osol濃 厚塗 抹

標 本 、Much/Granul&f翫bung,Antiformin集 菌 法、

Schiller茂 法、 及 ビHehnノ 培 養 試験 ヲ行 ツ タ。 以

下 個 々 ノ方 法 ニ ヨル實 験 ニ ツ イ テ詳 細 二論 ジ報 告 シ

テ ヰ ル。

Osolノ 濃 厚 塗 抹 染 色 法 ニ ヨ,レ ト、Zihl-Neelsen染 色

法 デ 陰性 デ ア ツ タSputa76例 中、10例 陽 性 ノ 成 績

ヲ得 タ.Exsudat,Eiter,Ham,ハ 俵 然 トシ テ凡 テ陰

性 デ ア ツ タ。Sputaノ ミニ就 イ テ ノ陽 性 奉 ハ13.15%

全 鵬 トシテ 見 ル ト9.26%デ ア ル。 コ レ ニ俵 ツ テ見 ル

ト0§01氏 法 パ ソ ノ操 作 ノ簡 便 ニ シ テ 且 結 果 ヲ早 ク

知 リ得 ル鮎 ヨ リ シテ特 二喀 廣 楡 査 二 適 シテ ヰ ル ト云

ツ テ居 ル.

Granulaf蕊rbungノ 著 者 ハ先 ヅGranulab所 謂 定 型

的 ナK・ch-bazi11enノ 關 係 ニ ツ イ テ ノ在 來 ノ諸 家 意 見

ヲ紹 介 シ、 且 自身 ノ實 験sリGranulaハ 眞性 ノ結 核

病 源 膿 ト密 接 ナ關 係 が ア ル ニ違 ヒナ イ ト云 ツ テ キ,レ。

而 シテ コ ノGranulafarbungハZih1・Neelseni染 色 法

デ陽 性 デ ア ツ タ5e例 ノ材 料 ニ ツ イ テ モ 行 ツ タ所

Gra糠ula獲 見奉 ・・50%デ ア ツタ。陰 性 デ ア ツ タSputa

76例 中陽 性3K3.9%)Fxsudat31例 中 陽性2(9.52

%)Harn5例 中陽 性1(20.0%)Eiterノ ・6例 共 陰 性 デ

ア ツ タe全 艦 ト・yテ ノ 陽性 奉 ハ5、56%(6例)ヂ ア

ルeコ ノ結 果 ヲ見 ル トZihl・Neelsen染 色 法 デ陽 性 デ

ア ツ タ材料 ノ方 が 陽性 率 ハ 噺 然 多 ク(50%二 封 ス ル ー

5.5%)且 、GranglaハSt5bchenformカ ラ登 生 シ、毒

力 ヲ有 シ、 且 良 好 ナ状 態 ノ下 デ ハ再 ビStabchenforrn

ニ ナ リ得 ル事 が解 ル.

Antiformin集 菌 法 ニ ヨル ト、Sputa76例 中 陽 性13

(17%、Eiter,Ham,Exsudatハ 依 然 陰 性 、 金彊 トン τ

陽 性 奉 ハ約12%、 本 方 法 ハ特 二喀 疲 検 査 二適 シテ ヰ

ル 。Schleim及 ビBronchialsekretノ 多 イ喀 疲 二於

テ特 ニ ヨ イ ト思 ハ の レ.

Schiller氏 法、 實 験 二際 シSchiller氏 ノ指 示 通 リ行

ッ タ ニモ カ ・ ハラ ズ、全 部 ガ陰 性 デ ア ツ タ.散 二本 方

法 ハ 全 ク問題 ニ ナ ラナ イ。

Klllturmeth◎de,Sputa76例 中陽 性36(47.36%Exs-

udat21例 中陽 性15Ul.43%>Eiter6例 中 陽性4

(66.66%)Ham5例 中 陽性3(60.0%")全 膿 トシテ ノ

陽性 率53.㍗ ・デ ア ツタ.(東 京 市療 、 隈 部 抄 ・

胸 廓 成 形 術 二際 シ麻 醇 割 トシテ1Avertin及 ビ

Evipan.

録 【第13巻

H.Kleesattel=AvertinundEvipanzurSchmerzbet。

tiubungbeiThorakoplastischenOperationen.

著 者 ハ1930年 二、WaldhausCharlottenburg結 核 病

院=於 テ行 ツ タ100例 ノthorakoplastiseheOperati。n

二際 シ用 ヒ タAvertinnarkoseニ ツ イ テ 報 告 シテ ヰ

ル が、 本 報告 ハ ソ ノ追 加 ト共 二近 來 市場 二 賓 り出サ

レタEvipan-natriumニ ツ イ テ ノ報 告 ヲナ シ テヰ,レ。

1930年 以 來Ulrici氏 ノ 病 院 二 於 テ行 ツタAvertin・

nark。se170例 叉Gollenwa!d結 核 病 院 二於 テ行 ツ タ

130例 ノ新 報告 ヲ合 セ テ400例 ノAvertinnarkoseノ

観 察 が報 告 サ レテ ヰ ル。 ソ ノ内著 者 自均 ノ 観 察例 ハ

25')例 デ ア,レ。 本 報告 二於 テAvertinnarkoseニ ツイ

テ特 別 取 リ立 テ ・書 ク程 ノ薪 シ イ事 實 ハ ナ イ が、1930

年 二詳 細 二報 告 シ タ100例 ノ結 果 ト、以 後 ノ300例 ノ

結 果 ハ全 クー 致 シテ ヰ ル。即 チ用 量 及 ビ適 磨 症 サ へ間

違 ハ ナ ケ レバ、金 ク危 瞼 ナ ク且 凡 テ良 好 ナ成 績 ヲ示 シ

テ ヰ ル。 用 量 ・・大 囎0.08-O.119/kg需 重 デ ア2v。次

デ著 者 ハ實 際 使 用 二關 スル詳 細 ナ 注意 ヲ述 べ且Aver・

tinnarkoseノ 後 ノNachschlafノ 全 然 危 瞼 ノ ナ1事

ヲ強 調 シ、 且Avertinnarkese二 封 ス7vWeckmittel

トシテCoraminが 良 イ ト云 フテ ヰ ルe

次 二著 者 ハ上 述 ノEvipan・natriumヲ 紹 介 シテ ヰ ルe

Evipan・natrium・ ・静 賑 内t主射 ニ ヨツ テ非 常 二速 ク作

用 ス ル代 リ叉 早 ク排 出サV」 レノが特 長 デ15一 鉛 分 ヂ

ソ ノ作 用 が清 失 ス'レe注 射 直後 患 者 ハ非 常 二深 イ麻 醇

状 態 二隔 ル が、 呼 吸 、循 環 二何 等 ノ障 碍ナ 〃、 畳 醒後

何 等 ノ影 響 ヲ残 サ ナ イ。Evipan・natrium二 關 シテハー

般 外 科 方 面 ノ報 告 ハ多 数 ア ル。著 者 ・・著 者 自均 ノ胸 廓

成 形 術 二際 シ用 ヒ4Evipan・Ratriumノ 数 果、 併 ビニ

Avertinト ノ併 用 ノ結 果 等 ヲ、 個 々 ノ 例 ニ ツ イテ報

告 シテ結 論 トンテ 雨 者 併 用 モ 亦 何 等 危 瞼 ノナ イ事 ヲ

述 べ テ ヰ ル.凍 京 市療 、 隈 部抄 、

Avertin,Evipan・natrium併 用 ニ ツ ィ テ

W.R.GlaserundV.Grosse:ZurKombinationder

AvertinnarkosemitEvipan・natrium.

著 者 等 ハAvertinトEvipan・natriumノ 併 用 試験 ヲ

Ranatemporaria(i一 ア マ カ'^ル 」)ノヂオ タ マ ジ ヤ ク シ」ヲ

用 ヒ テ實 験 シ ソノ結 果 雨 麻 酔 鯛 ノPotensierungノ ・見

ラ レズ、 唯 輩、二Summierungが 見 ラ し・ル ニi過ギナ イ

ト云 フ テ ヰ,レ。且 著 者 等 ハ本 實験 ヲ温 血動 物 ヲ用 ヒテ

綴 行 スル積 リデ アソ タ が前 論 女 ノKllesattel氏 ノ人

間 二於,レ結 果 が良 好 ナ成 績 ヲ得 テ ヰ ル ノデ、最 早 ソノ
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必 要 ヲ認 メ ズ、中 止 ス ル事 ニ シ タ ト云 フ テ ヰ ル 。

(東 京 市 療 、 隈 部 抄)

古 代 二 於 ケ ル 肺 結 核 症 ノ治 療

HansMoritz:DieBehandlungderLungentuber・

kuloseimAltertum.

本 論 文 ハ 全 禮 が 九 章 二 分 タ レ、 本 誌 二 於 テ ノ・第 三 章

BehandlungderLungenulzeraマ デ 書 イ テ ア ル.帥

チ

第 一 章 、Einleitung第 二 章 、BehandhmgderLung-

enbSutung第 三 章 、BehandlungderLungenulzera.

第 四 章 、DitttetischeBeh'mdluagderLungentuber・

kulose第 五 章 、PhysikalischeBeha麺dlungderLung・

entUbe「kulolie第 六 章 、KlimaticheBehandlung.第

七 章、AuBereBedingungenfUrdieBehandlung.第

入 章 、SchluBbetrachtung・ 第 九 章 、Literaturverzeic-

hnis.

ヂ アル。 第 一 章 二於 テ著 者 ハ極 ク簡 照 二、肺 結核 病 ノ

歴 史 ヲ書 イテ ヰ ル.第 こ二章 以 下 ハ原 著 ニ ツ イ テ讃 ムペ

キ 毛 ノデ抄 録 二適 シナ イ.(東 京 市療 、 隈 部抄)

カー ル、 ジ ー グ フ リー ド氏 追悼 交

Heinemann・(lrtider:InmemoriamDr.K鉗lSie慰fried.

カーつv、 ジ ー グ フ リー・…一ド氏 ハ1933年7月:;・)日Baden

二於 テ不慮 ノ死 ヲ途 ゲ タ。Grtider氏 ハ 極 ク 簡 軍 二

Siegfried茂 ノ傳 記 及 ビ ソ ノ業 績 ヲ記 シ衷 心 ヨ リ哀悼

ノ意 ヲ表 シテ ヰ ンレ.(東 京 市療 、 隈 部抄)

Zeitschrift応rTuberkulose.Bd.69.H.2.1933.

虚脱 療 法 ナ シニ 清 失 シ タ結 核 性 及 ビ 非結 核 性 空

洞 二就 チ

ErnstMtiller(K61n):OderdasVer§chwiRdenvon

Lungen・Kavernentuberku16§erundunspezificher

AtiologieehneKollapstherapie。

今 日マデ ニ文 獄 二見 ル 塵 デ ハ50名 以 上 ノ報 告 者 ニ ヨ

リテ300例 以 上 ノ結核 性 空洞 ノ 自然滑 失 が報VラV

テ キル。其 大部 分 ハ数 ケ月 デ滑 失 シ中 ニ ハ数 週 デ清 失

シタモ ノサ ヘ ア ノレ。此 ノ如 キ例 ノ大 多 数 ハ ラ ソケ ノ第

2期 二腐 ス ル モ ノデ、第3期 判團 ス ル モ ノ ハ極 ク少鍛

ニシ カ過 ギ ナ イ。空 洞 ノ大 イサ ハ其 ノ豫 後 ニ トツ テ ハ

個禮 ノImm犠 蕊it翫slage二 比 ス レバ 遙.カ ニ重 要 ナ モ ノ

デハナ イ。自然 二閉 鎮 シタ空 洞 ノ大 多 藪 ハ 鎮骨 下 二存

ス,レ早期空 洞 デ、之 ハ早 期 浸 潤 ノ崩 壌 ニ ヨ リテ 生 ジ タ

モ ノデ ア,レ。上 葉 二於 ケ ノレ空 洞 ノ 自然清 失 が下葉 二於

軸

ケル夫 レヨリ著 シク多籔 デアル ト云 フ ノ ハ下葉 二空

洞 ヲ生ズル事 が少ナ イノニ蹄 因スルモ ノラシイ。著者

ハ自然 二清 失 ジタ空洞 ノ3例 ヲ報 ジテヰル。共中2例

ハ2ケ 月以内 二1例 ハ3年 ノ経過 ヲ 以 テ清失 シタモ

ノデアル。此 ノ如 キ空洞消失 ノ現象ハ肺 膿瘍、肺壌疽

ニモ見ラレル虞デ今 日マデ ニ著 者ハ45例 ヲ螢見 ンテ

キルが此虜ニハ更 二3例 ヲ追加 ンテ居 ル。何vモ 肺 膿

瘍 ニヨツテ出來 タ杏實大鶏卵大 ノ モ ノデ 姑息的治療

ニヨツテ滑失 シタ。其 中1例 ハ葡萄状球菌 二M」レ敗血

症デ雨側肺 二多数 ノ空洞 ヲ生 ジタモ ノデアツタ。

(東京市療、池上抄)

1929-1932年 ノ臨躰 二於 ケル結核菌護 明

ErwinSaegler:TuberkelbazillenNachweiBinder

Klinikvon1929-1932.

1929年 ヨ リ32年 二亙 リWaldhausscharlottenburgデ

行 ツタ成 人 、小 見 ノ各 種 材 料 約3000例 ヨ リ 得 タ ♪レ結

核 菌謹 明 ノ成 績 報 告 デ アル。喀 疲 ヨ リノ詮 明 二當 ツ テ

ハ喀 疾 ノ殆 ドナ イ モ ノデ ハ沃 度 加 里 等 ヲ與 ヘ テ喀 出

ヲ盛 ソニ シ或 ハ咽 喉 頭yり 拭 出 ンタ材 料 ニ ヨル 検 査

ヲ試 ミタ。小 見 等 デ ハ 胃yリ 早 朝 空 腹 時 ノ 内容 ヲ探 リ

之 レ ヨ ザ ア ソ チ フ ォ ル ミ ソ藻 菌 法 及 ビ培 養 ニ ヨツ テ

菌 ノ謹 明 ヲ試 ミタ。叉「レ ソ トゲ ソ」二 召 ツ テ結 核竈 が存

シ乍 ラ是 等 ノ槍 査/結 果 菌(一)ノ 時 ニハ 糞 便 ヨ リ謹

明 ヲ試 ミタ、喀 疾 ノ検 査 ハ 塗抹 染 色標 本及 ビ之 ト卒 行

シテ「ア ソチ フ ォル ミソ」集 菌 法 ヲ 行 フ。此 ノ雨 法 デ菌

(一)ノ 時 ニ ハ ホ ー ソ氏 法 ニ ヨ ル培 養 試験 ヲ行 フ。其 ノ

検 査 ノ結 果 ハ次 ノ如 クデ アル。成 人 一菌(十)デ ア ツ タ

モ ノ、(喀 疾 一 塗 抹 染 色 標 本2140、 「ア ソ チ フ ォ ル ミ

ソ」法780、 培 養 法16(109中)e咽 喉 頭 ヨ リ ノ塗 抹 染 色

標 本28、 同 培 養1(26中)。 胃 内容一 「ア ン チ フ ォル

ミ ソ」法22培 養 法8(40中).糞 便 一 ヂア ソチ フ ォ ル ミ

ソ」法8e)小 見一 喀 疾43例 中塗 抹 染 色 デ 〈十)26。 ドア ソ

チ フ ォル ミ ソ」法 デ(十)14。 培 養 法 デ(十)2デ アル。

此 ノ中14例 ハ幼 見、29例 ハ學童 二隔 ス ル.此 ノ外 、尿 、

肋 腔 穿 刺 液 、 腰 椎 穿 刺 液 、 淋 巴腺 内容 ノ穿 刺 、關 節腔

穿 刺 液 、膿 瘍痩 管 、 耳 ヨ リ得 タ 膿 等774二 就 テ菌 謹 明

ヲ試 ミ420ノ 陽性 成績 ヲ得 タ。更 二vウ ヱ ソヌ タ/ン

氏 法 ニ ヨル流 血 中結 核 菌 ノ 謹 明 ヲ行 ツ タ ガ成 人 二於

テノ・血 行 性 結 核114例 中2例(2%)陽 性 二 過 ギナ カツ
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タ ガ 著 明 二進行 セ ル弧 立性 肺結 核 症 デ ハ 之 二反 シテ

77例 中14例(18%)陽 性 デ ア ソタ。 叉 小 見 ハ種 々 ノ結

核 型54例 中1例 モ陽 性 ヲ認 メ ズ、 是 等 ノ結 果 カ ラ臨

駄 的 二云 フ虜 ノ血 行 性結 核 、即 チ菌 ガ血 行 二入 ル コ ト

ニ ヨリテ起 ル、唯1同 ノ而 カモ短 時間 ニ シテ終 ♪レSchUb

或 ハ 反 覆 ス ル が瞬 間 的 ノ 菌 血 症 ヲ 起 ス遷 延性 血 行性

縛 移 等 二於 ケ ル お リモ弧 立 性結 核 ノ 末 期 ニハ 之 二反

シテ菌 が永 績 的 二流 血 中 二存 ス ルモ ノ ・如 ク デ アル。

更 二24例 ノ開放 性 肺 結 核 症 デ臨 膝 的 二泌 尿 生殖 器 系

ノ健 全 ナ ル モ ノ ・中7例 ノ尿 ヨ リ菌 ノ 培養 成 績 陽性

デ ア ソ タ ・:此ノ中2例 ハ後 二剖 検 ノ機 會 が ア ツ タ が組

織 學 的 二腎 結 核 ハ 見 ラ レナ イ〉。 之 ハ腎 臓 ノ罹 患 ニ ヨ

ル モ ノ デ ナ 久 却 ツ テ薗 二劉 ス ル特 別 ノ通 過 性 二 引 レ

モ ノデ ア ル ト信 ズル.凍 京 市療 、 池 上 抄 ン

相 談 所 ニ ヨ ル結 核 患 者 ノ獲 見

FritZHoth吏Bremen}:Au伍ndenvonTuberkul6sen

durchdieFtirsorge.

結 核 性 疾 患 ヲ有 ス ル モ ノデ未 ダbewustト ナ ツ テ ヰ ナ

イ モ ノ ヲBraeunin9ハTbkinapPerceptab名 付 ケ

タ。是 等 バー 定 ノ住 民 群 ノReihenuntersuchungヲ 行

フ カ、或 ハ相 談 所 二於 テ 開放 性 結 核 患者 ノ周 園 ニ ア ル

人 々 ヲ診 察hレ5S;ヨ リテ獲 見 出來 ノレ。著 者 ハ1931-

】932年 ノ問 ニ ブ レー メ ソニ於 テ是 等 ノ 診 察 ヲ行 ツ タ

ノデ アル ガ、 先 ヅ周 園搬 査(umgebungsuntersuchung)

ノ結 果768例 ノ開放 性 結 核 及 ビ465例 ノ閉 鎮 性 結 核 ・

ヲ裁 タ。前 者 ノ中177例 帥 チ1/5ハ 湘 談 所 二於 テ始 メ テ

診 定 サ レタ モ ノデ是 等 ノ患 者 ハ 相 談 所 ノ機 能 がナ カ

ッ タ ナ ラバ著 シク號 見 ガ晩 レ タ デ ア ラ ウ。此 ノ177例

中143例}Pチ 大 多 倣 ハ疾 患 ヲ自 電セ ザ リ シタ メ、讐 師

ヲ訪 フ機 會 ヲ持 タ ナ カツ タ モ ノ デ ア ル.之 ハ 即 チ

Braeunifig/TbkinapPercepta二 該 當 ス ル モ ノデ ア

♪v。又 閉 鎮 性 活 動 性 肺結 核4ろ6例 中274例 、郎 チt¥wt

ハ 相 談 折 デ始 メ テ獲 見 サ レタ モ ノデ 其 ノ 中230例 ノ・

馨 師 ヲ訪 フ機 會 がナ カツ タ。感 染 ノ危 瞼 二曝 サ レテ居

ル健 康 者 デ吾 々ガ久 ン〃知 ツ テ ヰル モ ノニ就 テ1931'

年 度 二 ・・3907人 、1932年 度 二 ・・4514人 検 査 ヲ試 ミ

・タ、其 ノ各 年 二診 ター 部 宛 合 ンテ6000人 中 ・共 ノー 部

ハ 屡{検 査 ヲ試 タ ノデ ア ル カ㍉24例 ノ開 放 性 、85例 ノ

閉 鎮 性 結 核 ヲ登 見 シタ。之 ヲ1000人 輩 位 トシテ 見 ル時

ノ・前 酋4、 後 者14、bナ ル.是 等 ノ事 力ラ開放 性 結 核

患 者 ノ周 園 瞼 査及 ビ閉 鎮 性 結核 ヲ有 ス ル 患 者 ノ連 績

的 観 察 ハ多 轍 ノ開放 性、閉 鎮 性 結核 患 者 ノ獲 見 ヲ奮 ス

ト云 フ事 ヲ知 リ得リレ。此 ノ中 ニ ハ輕 症 者 モ ア ル が重症

者 モ稀 デ ハ ナ イ。重 症 餐 ヲ速 二登 見 シ、 之 ヲ家 族 ヨ リ

隔 離 ス ル事 ハ 結 核 防止 上重 要 ナ 問 題 デ アlv。GeiBer

ノ見 解 二反 シテ 開放 性結 核 患 者 ノ周 園 検 査 ヲ唯1同

二限 ル事 ナ ク最 初 健 康 ト見 ラ レタ人 々 ノ連 績 的観察

ハ必 要 ナ事 デ ア;v。 更 二著 者 ハReihenuntersuehung

ノ成 績 ト、敏 師及 ビ乳 児 看 護 嬬 二就 テ行 ツタ経 験 ヲ報

告 シテ ヰ ノレ。(東 京 市療 、 池 上抄 き

古 代 二於 ケ ル肺 結 核 ノ療 法

HansMoritz:DieBehandlungderLungentuberkq.

loseinAlte】 【・tum頓

本 編 ハ前 號 ヨ リ績 イタ 終 編 デ共 ノ内 容 ヲ 食餌 、 物 理

的、氣 候 、 各療 法及 ビ治 療 ノ外 的要 約 、 総 括 考按 ノ各

項 二分 割 ス ル。 食 餌療 法、古代 ノ聲 人 ニ トツ テ最 モ重

硯 サ レタ モ ノデ ァル。喀 血 二野 シテ ・・之 ヲ抑 制 スル タ

メ ニ患 者 ノ状 態 が許 ス ナ ラバ2日 間嚴 重 ナ 噺 食 ヲ行

ハyメ タ。之 ニ ハ2ツ ノ 目的 ガ アル、 即 チ鵬 液 ヲ少 ク

シテ血 液 ノ濃 縮 ヲ計 ノレ事 ト、 嚥 下 、清 化 等 ニ ヨル有 害

蓮 動 ヲ避 ケ テ破 狽 血管 ヲ保 護 ス ル コbデ ア,レe3日 目

カ ラ冷 イ飲 物 二 敢剣 作用 ア,レ薬 草汁 ヲ 混 ジタ モ ノが

與 ヘ ラ レ、夫 レヨ リ先 ハ少 量 ヨ リ易潰 化 性 食 品 ガ注 意

深 ク與 ヘ ラ レル。是 等 ニ ハ浸 食 子、 或 ハ柘 榴 ノ實 ノ粉

が混 ゼ ラ レタ。蜂 蜜 ノ・榮養 便 ガ高 イタ メ ニ衰 弱 シタ患

者 二好 ソ デ用 ヒ ラ レ藥 物 トシテ ハ 各 種 ノ咳 漱 二慮 用

サ レ、 食物 ト シテ ハMulsumノ 形 デ知 ラ レテ ヰル。

乳 ハ肺結 核 ノ治 療 ニ ハ最 モ屡 ζ使 用 サ レタ モ ノデ徹

底 的 ノ乳 療 法 ナ シニ ハ 治 療 困 難iトS:M"ラvタ 。 人 、

牛、 山 羊、塊 馬乳 が主 トシテ利 用 サ レタ。 其 他 卵一 堆

鶏 が賞 用 サ レ、各種 ノ魚 肉及 ビ獣 肉殊 二 鳥肉 ハ柔 デ清

化 容 易 ナ ル タ メ 最 適 トサ レタ。叉 古代 二於 テ ハ臓 器療

法 ノ曙 光 ガ見 ラ レル。即 チ呼 吸 困難 、 喘 息 二封 シテ ハ

狼 肺 ノ粉 末 ヲ肺瘍 ニ ハ牡 鹿 ノ 肺 二 蜂 蜜 ノ混 ゼ ラ レタ

モ ノ が用 ヒ ラ レタ如 キ デ ア ル.野 茱 、穀 物 一 葱 、韮、

ノ如 キハ 古代 ノ挨 及 、 メ ソ ポタ ミア ノ 時 代 カ ラ知 ラ

レ、葵 豆 類 モ榮 養 、治療 二盛 ンニ用 ヒ ラ レタ、果 實柘

榴 、聚耶 子 、無 果 花 ノ實 ガ用 ヒ ラ レ、 殊 二有 熱 患者 ニ

トツ テ ハ果實 ハ有数 ナ食 餌 トサ レタ。飲 物 緋珈 茶 ハ古

代 二於 テ ハ未 ダ知 ラ レテ ヰ ナ イ、賞 用 サ も・タ モ ノへ

水 、 酒 、Mlllsum変 湯 等 デ アル が酒 ハ結核 患 者 ニ ハ

用 ヒ ラ レナ カツタ。

理學 的療 法 ご 止血 ノ 目的 及 ビ高 熱 者 二 冷 鴇法 ガ行 ハ

レタ が長 〃帯 用 ス ル事 ハ不 可 トサ レタ 。軟 膏 ヤ油 類 ヲ
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塗;喋 モ行 ハ レへ 殊 二薔 薇 油 ・・均 膿 ヲ冷 却 セ シメ、

炎症 ヲ輕 快 セ シ ムル 尤 ナ ル モ ノ トサ レタ.併 シ理 學 的

療 法 ノ大 部 分 ヲ占 ム ル モ ノ ハ蓮 動 療 法 デ ア ル.之 ニ ハ

他 動、自動 ノ蓮 動 ヲ分 ツ ガ病 期 ニ ョッ テ適 シタモ ノ が

用 ヒ ラ の レ。 安静 療 法、他 動 運 動 デ輕 快 シ タモ ノ ハ自

動 運 動 ヲ行 フ・ 部 チ輕 イ艦 換 規 賄 勺ナ散 歩.是 等 ハ

軽 快 ト共 二次第 二其 ノ 範 園 ヲ 機 張 シ終 ニ ハドス ポ ー

ヅハ 水 泳 、 騎 乗 二迄 獲 展 スル。入浴 ハ10日 二1度 位

デ アル ガ輕 快 ス レバ1日3同 位 行 ハ シム。

治療 ノ外 的要 約 一 喀 血 二封 シ テ ハ安静 ヲ保 タ ンメ、

談 話・ 蓮 動 ヲ禁 ズ、咳 漱 ヲ抑 制 ス ル タ メ ニ淺 表 呼 吸 ヲ

行 ハ ンメ病 室 ヲ凍 シク ス ル、叉 精 紳 的 ニ ハ患 者 ノ意 識

ヲ他 二轄 向 セ シ ムル様 ニ ス ル.

総 括考按 一 患 者 ガ喀 血 デ始 ソタ場 合 ニ ノ・先 ヅ其 ノ周

園 ヲ去 ツ テ適 當 ノ風 土 ニ ア ル 療 養 所 二 入 リ盤 師 ノ監

督 ノ下 ニ ア ラネ バ ナ ラ ヌ、其 慮 デ ハ1週 ヨ リ1ケ 月 二

亙 ツテ食餌 療 法 ガ 行 バ レル、 重 症 ノ場 合 ニ ハ 臥肱 安

静、喀 血 が止 ツ タ ナ ラバ潰 瘍 ノ清掃 ト乾燥 ヲ齎 ス ベ キ

治療 ガ試 ミラ の レ、此 時 乳 ハ最 モ重 要 ナモ ノ トサ レテ

ヰル、治療 ノ・治 癒 機 縛 が充 分 二進捗 シ最 早、再 獲 、喀 血

が起 ラ ヌ ト信 ゼ ラル ・迄 績 ケ ラ レル.次 デ種 々 ノ運 動

療 法 ガ試 ミラ レタ。最近100年 間 二留 學 ノ汎 ユ ル部 門

デ著 明 ナ進 歩 ヲ示 シテ居 リ外 科療 法 ニ ヨ ツ テ ハ疑 ナ

ク大 ナ ル数 果 が達 セ ラ レ、叉 特 殊 療 法 ノ領 域 二於 テ モ

多少 ノ認 ム ペ キ数 果 ガ 見 ラ の レ、然 シ乍 ラ結 局 ハ結 核

・・全 均疾 患 デ アツ テ 大 量 殺菌 療 法(Therapiasterilis

ansmagna)ハ 今 日爾 ホ意 ノマ ・ニ ナ ラ ナ イ ト云 フ結

論 二達 勾 レノデ ア ル。科 學 的 逡 歩 ・・結 核 ノ防 衛 二 封 シ

テ ノ、何 等 著 明 ナ攣 化 ヲ與 ヘ テ居 ナ イ、今 日爾 ホ吾 々ニ

トッテ適 用 サ ル ・第 一義 ハ 自己 ノ健 康 ト生活 法 二注

意 スル ト云 フコ トデ アル.古 代 二於 ケ ル結 核 ノ治 療 が

現代 ノ夫 レニ比 シテ幾 何 ノ隔 リガ ア ル カ、頗 ル相 類 似

シテ ヰル ノ ヲ認 メル ノ デア ル。此 ノ事 ハ吾 々ニ ヒポ ク

ラテ ム ガ ー レ ソノ業 績 ヲー層 ヨク把 握 シ彼 等 二正 シ

キ理 解 ヲ深 メル 必要 ア ル コ トヲ促 ス モ ノ テ ア ル。吾 々

・・古代 ノ先畳 者 ノ教訓 カ ラ學 ビ彼 等 ノ経験 ヲ現代 ノ
　

濫 歩 ト結 ビ合 セ テ新 シキ有 数 ナ ル 治 療 術 ヲ 形 成 セ ネ

バ ナ ラ ヌ。 凍 京 市 療 、 池 上 抄)

濁 逸 健 康 相談 所 集 會

DeutscheGesundheitsf藪rs◎rgeTagung.Eisenach

22-24Sept1933.報 告 者 ハF.Redeker(Berlin)講i

演bシ テ ハ次 ノ3ツ ア リ.

1X.,、RassenhygiGneu.Tbk-Bek5mpfung.{ 、F.Ickert。

Stettin>之 二i封ス ル討 議iハBrunoLange(Berlin)Lyd-

tin(MU薮chen>Petruschky(Danzig).Noack(Hoheg・

eiB>SchultlIHamburg>Schr6der(Schδnberg)ニ ョ リ

テ行 ノ・ル.

2〕、Tuberkuloseu.Arbeitslage。(Denker・Berli織 〉.

之 二i封ス ル討 議 ハSteinmeier〈IG6rbersdorf"lStraub

(G6ttingen)ニ ヨ リテ行 ノvy。

3ノ、DieAbgreRzungderIndikationzudenverschi-

edenenVerfahrenderKollapstherapie.W.Kremer

Beelitz

虚睨 療 法 ニ ョノレ治癒 機轄 二 次 ノ3ア ル 即 チ、

a>、 罹 患肺 ノ安 静 、b)、 罹 患 肺 二招 來 サ ル ・血 液 、

淋 巴 ノ雀 滞 、c)、 罹 患 肺 ノ容積 縮少 、 其 ノ結 果 トシ

テ空 洞 ヲ縮 小 シ且 ソ搬 痕 萎 縮 ヲ促 進 セ シム。人 工 氣 胸

ノ際 ニ ハ罹 患肺 ノ安 静 ハ充 分 デ ナ イ、高 歴 ニ ヨ ラザ ル

限 リ機 械 的 ニ モ機 能 的 ニ モ呼 吸 作 用 ヲ螢 ム、病 竈 が表

在 性 二存 ス ル 時 ハ 肋 膜 癒 著 ヲ來 シ易 イ故 二氣 胸 ヲ行

フ、 塘殖 性 、硬 化 性 ノモ ノ ニハ良 好 デ ア ル、 人 工 氣 胸

ノ永 績数 果 ハ林 檎 大 ノ陳 藩 空 洞 二封 シ テ ハ 良 好 デ ナ

イ、肋 膜 腔 ガ完存 シ テモ此 場 合 成 形 術 ヲス ル、 肺 尖 成

形 術 ノ如 キ部 分 成 形 術 ヤ 充 填 法 ハ 全 成 形 術 ノ禁 忌 ノ

場 合 二用 フ ル、氣 胸 ノ補 助 手 術 ㍗ シテ ハ部 分 成 形 術 が

好 適 デ ア ル、下 葉 二病 竈 ア ル場 合 或 ハ人 工 氣 胸 中下 葉

二癒 著 ヲ來 ス如 キ場 合 及 ビ氣胸 ヲ中止 ス ル時 ニ ハ 横

紳 捻 除 ヲ行 フ、併 シ上 葉 二封 シテ ・・其 庭 二螢 マ レル機

縛 ガ滲 出型 デ ァ ル ト、増 殖 型 デ ア ル トヲ問 ハ ズ、寧 口

有 害 デ アル。 〈東 京 市 療 、 池 上 抄)

Ze三tschriftf廿rTuberkuloseBd.69H.61934.
,,

葡 萄 膜網 膜及 ビ橋 二於 ケ ル結 核 症 ノ治 癒 性

LHeine:DieHeilbarkeitderTuberkulosein

Uvea,RetinaundPons.

眼結核 症 ノ最 モ初 期 二認 メ ラル ・紅 彩 炎 ノ治 癒 性 ハ

363例 ノ観 察 二於 テ、 固定 的 二硯 力 障 碍 ヲ起 シタモ ノ

ハ 号二過 ギ ズ又 生 存 期 ノ短 縮 が認 メ ラ レ ナ イ 事 實 ヵ

ラ シテ立 謹 セ ラ レル。脈 絡膜 二關 ンテ モ同 様 ノ關 係 ガ

ア ル。 綱 膜 ノ 弧在 性結 節 ハ25年 間 二20例 観 察 セ ラ

レタ が、之 レラ亦 覗 力 ヲ害 ス ル事 ハ稀 レ デ ア リ、 死 期

ヲ単 メ ル事 モ無 イ。
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最 後 二定 型 的 ノ橋 症 状 ヲ呈 ンタ ル病 例 が26ア ル、 ソ

ノ牛 藪 以 上 ハ結 核 症 二mvモ ノデ デ ノレが、内2例 ハ死

亡 シ タク レ ドモ他 ノ多 藪 ハ 順 調 ナ治 癒 経 過 ヲ取 ツ タ。

(東 京 市療.柴 田抄)

硅 肺 ノ診 漸 並 二臨 淋 的 鑑 別 二就 テ

KurtGutzeit:ZurDiagn◎seundKlinischenBeurt-

eilungderSilikose.

コ ノ研 究 ハ片 麻 岩 ノ破 片 ニ ヨ ツ テ 起 ル硅 肺 症 ヲ救 濟

ノ義 務 ノ ア ル業 務 疾 病 ノ種 目 二i追加 ス ル 標 二法 規 ヲ

振 張 セ ソが爲 二行 ツ タ モ ノ デ ア ル。花 淘 岩 工 ノ健 康状

況 ハ片 麻 岩 工 ノ夫 レ・ヨ リモ良 好 デ ア ♪レ。片 麻 岩 ノ硅 酸

含 量 ハ91-95%デ ア ツ テ無 害 ノ陶 土 ハ極 メ テ微 量 シ

カ含 マ レテ居 ナ イ。 花 崩 岩 ノ硅 酸 量 ハ 匠 々 デ ア ツ テ

10-72%ヲ 上 下 ス ル。米 國 ノ花 崩 岩工 場 二於 ク ル 疾病

統 計 デ ハ 無 害 性 ノ肺 愛 化 ヲ起 ス モ ノ ガ6%二 過 ギ ナ

イ ト云 フ。(東 京 市療 、柴 田 抄)

肺 結 核 症 二於 ケ ル 他畳 的 豫 後

H.Schoenemann:DiesogenannteobjektiveProg.

nosebeiLungenteberkulose.

患 者70名 二就 テ研 索 シタ、赤 沈 ノ・1時 間100mm以 上

ノ モ ノハ総 テ死 亡 シタ、叉 績 イ テ値 ノ上 昇 ス ル モ ノモ

同様 デ アノレ、然 シ赤 沈 値 ノ低 イ モ ノ ガ必 ズ シモ輕 症 患

者 デ ハ 無 ク、叉 高 イ モ ノ ガ全 然 泊癒 シナ イ トハ 云 ハ レ

ヌ。 血 像 中 血 色素 量60%以 下 ノ者 ハ ソ レ ガ大 出血 二

因 ラザ ル 限 リ間 モ ナ ク不 良 ノ 轄 蹄 ヲ 見 ノレ事 ハ疑 ヒ が

無 イ。 屡 ζ100%以 上 ノ高 値 ヲ示 ス モ ノ ガ アル ガ、 之

ハ慢 性 ノ呼 吸 困難 ノ結 果 デ ア ル ノ が多 ク從 ツ テ好 徴

デ ハ ナ イ.赤 血 球像 デ ハ肺 結 核 二特 殊 ナ攣 化 ハ無 イ ト

考 ヘ ル。 白血 球 撒 ハ3000-20000ノ 間 ヲ上 下7・ 」V、1

萬 以 上 ノモ ノハ稀 レデ ア ル、大 ナ ル撒 値 ハ治 癒 傾 向 ノ

際 二認 メ ラル ・が小 敷 値 ノモ ノモ亦 同様 デ ア ル、シ ヵ

シ饗 方共 二進 行 性 ノ場 含 ニ モ見 ラ レ ル コ トが アル。

「エ ォ ヂ ノ フィリー」ハ12%以 上 ノ モ ノ2例 ヲ見 タ が毎

常 良 好 ナ ル徴 ダ レ ・云 ハVナ イ。 淋 巴球10%以 下 ハ

不 良豫 後 ヲ示 ス事 ハ確 實 デ40%以 上 ハ 良徴 ト認 メテ

可 、又 連 綴 検 査 デ淋 巴 球 増 加 ス ル モ ノハ 良、 減 少 ス ル

ハ不 良 デ アル、中性 白血 球 ハ26-90%ヲ 上下 シ タ、

Stabkemigノ モ ノ ・壇 加10%以 上 二及 ブモ ノデ治 癒

シタ モ ノハ1例 モ ナ イ、幼 弱細 胞 が現 ハVテ5%ヲ 越

エ ル ト致 死 ノ徴 デ ア ル。要 約 ス ル ト白血 球 像 ハ他 ノ研

査 法 ヨ リモ優 レタ洞 察 ヲ與 ヘ ル モ ノ ト云 ヘ ル ガ、決 定

的 ノ豫 後 ヲ知 ル ニ ハ稀 レ ニ 見 ラ レル所 ノ極 端 ナ値 ノ

ミ ガ役 立 ツ ダケ デ ア ル。盟 温 二就 テ ハ新 知 見 ハ ナ イ。

絶i封安 静 時 ノ脈 搏 ハ意 味 ガ ア ル、安 静 時 ノ脈 搏120以

上 ハ不 良 ノ徴 デ膿 温 ト適 合 セ ヌ揚 合 殊 二然 リ、之 レニ

反 シ60-70ノ 、良 候 デ ア リ、 少 ナ ク モ急 劇 ナ ル輕 過 ヲ

取 ル様 ナ コ トハ無 イ。(東 京 市療 、 柴 田抄)

ポ ー ラ ン ドニ於 ケ ル劃結 核 事 業

W.Ekhart:DieBekttmpfungderTuberkulosein

Polen。

ポ ー ラ ソ ドデ ハ結 核 症 二野 ス ル組 織 的 ノ 防禦 事業 ハ

欧 洲 大 戦 直 後 二創 メ ラ レタ。之 ヨ リ先 二最 初 ノ國民療

養所 ノ・1874年 二Mienia二 設 ケ ラvテ 居 ル、 私 立 ノ

結 核 豫 防協 會 モ大 戦 以 前 カ ラア ル、第 一 ノ結 核 相 談所

ハ1908年 二Lemberg二 置 力v次 デ1909年Warsc・

hau二 出來 タ、 戦 孚 中 ノ・結 核 死 亡 数 ノ・頓 二 上 昇 シテ

欧 洲 各 國 中 ノ 最 高 二 ・S・y1919年 カ ラ ハ 漸 時 減 少 シ

タ、1932年 二公 安 省 ガ設 立 セ ラvテ 始 メ テ結 核 事業

ガ統 一 セ ラ レタ。ソ ノ組 織 ノー班 ヲ云 フ ト、 最 高 機關

ハ 國 民結 核 豫 防聯 盟 デ ア ッ テー 般 二 封 シテ ハ市 ノ衛

生 課 デ實 施 ス ル、コ レハ病 院 療 養 ノ結 核 病 駄 ノ大部 分

ヲ支 配 シ同時 二相 談 所 ヲ持 ツ テ居 ル。政 府 ハ軍 二之 ヲ

監 督 ス ル ノ ミデ ア ル。現 今 最 モ カ ヲ注 イ デ居 ル ノハ結

核 相談 所 ノ搬 充 デ アル。(東 京 市 療 、 柴 田抄)

ZeitschriftfarTuberkulose,Band70,H.4,1934

フ リー ド?ン 氏 菌

R.Brinkmann:DerFriedmannbazillus.

著 者 ノ・Friedmannbaziilus二 就 テ ノ試 験 ヲSchr6der

ノ所 デ彼 ノ指 導 ノ モ トニ行 ツタ。

Friedmannbazillusノ 仕 事 ハ今 日迄 ノ業 績 ヲ見 ルb明

ヵ二3ツ ノ時 二分 ケ ル コ トが 出來 ル。

第 一 期 ハ1914-1918年 二 行 ・wタ モ ノデ ア ッ テ此 時

代 ニ ハ菌 ノ病 原 性 ハ温 血動 物 ヲ以 テ 試 験 セ ラ レ テ居

タ、而 シ テ動 物 通過 二依 ツ テハ菌 ノ病 原 性 ヲ高 メ ル コ

トハ 出來 ナ カ ソ タ。

第 二 期 ・・1922--1924年 ノ間 二行 ノwタ モ ノデ ア ♪レガ

此 時 代 ニ ハ菌 株 モ種 々 ナ種 類 ノ 菌 株 ガ用 ヒ ラ レタ、

而 シテ色 々ナ種 類 ノ 試験 が 行 ハ レタ が然 シ結 核 豪 生

二就 テ異 論 ノナ イ試 験 ハ行 ハ レナ カツ タ。

第 三 期 ノ試 験 ハ1931-1933年 ノ間 二行 ハvタ 著 者 ノ

仕 事 デ ア ル、之 レニ ハ三 株 ノ菌 株 ヲ用 ヒ タガ此 冷 血動
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物菌 株 ノ登 育 温 度 ハ 舞 常 二 廣 ク22c-37eノ 間 デ ア

2レ、此 事 ハ眞 正結 核 菌 ガ最 モ良 キ培 養 條 件 ノ モb二 於

テ モ僅 カ ノ生活 力 シ カ有 シナ イ コ ト ニ 比 較 ンテ甚 シ

イ相 違 デ アル、温 血 動物 ヲ用 ヒタ試 験 デ モ使 用 シタ菌

株 ヲ稀 ニノ・再 ビ培 養 ス ル コ ト ハ 出來 ル ガ眞 正結 核 菌

ヲ得,レ コ トハ 決 シテ ナ カツ タ。叉 動 物 ヲ通 過 サ セ ル コ

トニ依 ツ テ毒 力 ヲ壌 加 セ シム ル コ トハ 出來 ナ カ ツタ 。

冷 血動 物 ヲ用 ヒタ試 験 デ ハ使 用 シタ 菌 株 二 爾 ヨク生

存 シテ居 テ分 離 培 養 ヲナ ス コ トが 出來 タ が 然 シ此 菌

株 二依 ツ テ結 核症 ト確 定 ス可 キ病 攣 ヲ 起 ス コ トハ出

來 ナ カツ タ。菌 株 ノ種類 二就 テ ハ最 初 ノ試 験 二用 ヒ ラ

レタ、1菌 株 バ ベ ル リ ソノ水 族 館 ノ水 亀 カラ得 タ モ ノ

デ ア ツテFriedmann自 均 ・・人型 菌 トシテ記 載 シテ居

Jl■o

第 二期 ノ時 代 二用 ヒ ラ レ タ 菌橡 πハ文 厭 ニ ヨ レバ接

種材 料 トシテ造 ラ レタ モ ノ デ ハ ナ イ ガ然 ン試 験 用 ト

シ テハ利用 セ ラ レテ居 タ、其 慮 用 二就 テ ハ判 定 ヲ下 ス

コ トハ出來 ナ イ が然 シ其結 果 ヲ見 レ バ 重 要 ナ ル モ ノ

デハ ナ イ。

第三 期 ノ現 在 用 ヒ タ菌株 ハFM-Pulverカ ラ培 養 シタ

モ ノ、Friedmannimpfst◎ffノ 「ア ソプ レー」カ ラ培 養

シタモ ノ、或 ハ之 レ ヲ注 射 シタ部 位 ノ膿 汁 カ ラ純 培養

シタモ ノ等 デ ア ル ガ陸 亀 二接 種 シ テ 全 ク非 病 原 性 デ

アル 甥 トハ他 ノ諸 氏 ト共 二疑 ヒナ ク認 メ ル モ ノデ ア

;レ。Friedmannノ 、常 二眞 正 ノ冷 血 動 物結 核 菌 ガ アJV

ト云 フ事 ヲ圭 張 シテ居 ル ガ然 シ彼 ノ 著 書 ノ 中 ニハ彼

ノ圭 張 ヲ謹 明 ス ル様 ナ登 表 ハ 見當 ラ ナ イ.

(東 京 市療 、 小 林 抄)

猫逸 昌於 ケ ル現 今 ノ流 行 病 期 ノ結 核 ノ豫 防

AlfredHofbauer・FlatZeck:DieBekttmpfungdes

Tuberkuloseindergege難w翫tigenEpidemiephase

inDeutschland.

若 シ結核 症 ガ掲逸 二於 テ 所 謂 第 ニ ノ 地 方病 トシテ ノ

時代 ガ來 タ ナ ラバ モ ツb新 シイ 丈 化 的 ナ 方 法 所 謂1辻

會 衛生學 白勺豫 防 法 ガ行 ハ レ結 核 病 患 者 ハ 自然 陶 汰 が

行 ハ の レノデ ハナ ィ ダ ラ ウ カ、而 シテ結 核 症 ハ積 極 的

ナ馨學 的秩 序 ア ル施 設 例 ヘ パ 結 核 相 談 所 等 ノ施 設 二

依 ツテ次 第 二減 退 シ途 ニハ 消 滅 ス ルデ ア ラ ウ.

結 核 感染 ノ場 合 均 艦 中 二於 ケ ル 結 核 菌 ノ 作 用 二俵 ツ

テ其 將來 ハ定 マ,レモ ノデ ア ル。勿 論 大 量 感染 及 ビ重 複

感 染 ノ意 義 二就 テ ノ考 ヘ ニ攣 リハ ナ ク、叉 實 際 夫 レ が

結 核豫 防 ノ眞 ノ規 矩 トナ2レ可 キ モ ノデ ア ル,成 人 ノ結

録 1001

核 ノ大 多轍 ハ小 見期 ノ結 核 感 染 が 増 悪 シ タモ ノ カ ラ

起 ル モ ノデ ア ツテ結 核 菌 ノ最 初 ノ 附 著 二依 ツ テ起 ル

モ ノデハ ナ イ。

多 ク ノ地方 デ ハ小 見 期 ノ感 染 ガ 非 常 二減 少 シタ從 ツ

テ 「ツ ベル ク リソj陽 性 ノ債 値 ガ減 少 シ タ カ ノ様 二見

ヘ ル。小 見 期 ノ感 染 ノ減 少 が起 ル ト同 時 二現在 ノ濁 逸

二於 テ ハ青 年 及 ビ成 人 二後 期 ノ 初 期 感 染 ガ 地 方病 的

時 期 トジ テ起 ツ テ來 タ ガ之 レ ハ 小 見 期 感 染 結 核 ノ壇

悪 ト共 二重 大 ナ ル意 義 ヲ有 ス ル モ ノ デ アル。

結 核 症 ノ歴 史 ヤ流 行 病 學 ノ 研 究 ハ 通 常 ノ結 核 豫 防 二

多 ク ノ根 糠 ト便 宜 ヲ與 ヘ タ。

考 ヘ ノ上 カラ云 ヘ バ 絶i封的 ノExpositionswrhi漁der・

ungガ 要 求 セ ラル 訂 キデ ア ル ガ 人工 的 優 生 學 的豫 防

ニ ハ全 力 ヲ蓋 サ ナ ケ レバ ナ ラ ナ イ.

(東 京 市療 、 小 林 抄)

學 生 結 核 相 談 所 二於 ケ ル纒 験 及 ビ其 成 績

E。Saupe,K.Kriegel膿dKMei§er:Erfolgeund

Erfahrungeninderstudenti§chenTuberkulosefUr・

sorge・

著 者 ハ猛 逸 ノ學 生 ト結 核 患 者 二 就 テ 行 ツタ治 病 成 績

ヲ報 告 シテ 居 ル.

結 核 疾 患 ノ疑 ヒ ノ ア ル 學 生504名 中501名 ガ結 核 患

者 トシテ治 療 所 二敦 容 セ ラ レタ、其 中478名 ガ肺 結 核

患 者 デ アツ テ其 中69例 ハ 結 核 性 合 併 症 ヲ 有 シテ居

タ、19例 ハ肺 以 外 ノ他 ノ臓 器 ノ結 核 症 デ ア ソ タ、 他

ノ4例 ハ全 ク誤 診 デ ア ツ テ結 核 性 ノ モ ノ ハ ナ カツ タ。

治療 ヲ行 ツ タモ ノ ・中治 癒 シタ モ ノ、或 ハ徴 候 ハ全 グ

清 失 シナ カ ツタ が然 シ績 イテ仕 事 ヲシ 或 ハ 勉 學 ス ル

コbノ 出 來 ル標 ニ ナ ツ タ モ ノ・・501例 二i封 シテ84%

デ ア ツ タ。

職 業 或 ハ學 業 ヲ中 止 シ タ モ ノハ5.4%、 爾 患 者bシ テ

敢 容 セ ラyテ 居 ル モ ノ ガ7。0%、 爾 人 工 氣 胸 ヲ織 績 ハ

シテ居 ル が然 シ働 キ得 ル モ ノハ3.4%、 死 亡 シ タ モ ノ

ハ5.0%デ ア ツ タe

人 工 氣 胸 ヲ行 ツ タ モ ノハ26%、 横 隔 膜 憩 経 捻 除 ヲ行

.ツタ モ ノハ10%、 胸 廓 整 形 術 ヲ 行 ツ タ モ ノ ハ3%

Plombierungヲ 行 ツ タ モ ノ1%デ ア ッ タ.

治 療 所 二衣 所 シタ期 間 ハ1年 以 内 ノ モ ノ カ ラ8年 二

及 ブ モ ノモ ア ツ タ ガ2年 及 ビ3年 以 上 在 所 シ タ モ ノ

が最 モ多 カソ タ.

或 ルー 定 ノKlimaが 確 實 二 卓越 シテ 居 ル ト云 フ所 モ

ナ カツ タ が同 時 二叉 高 山 ノ治 療 所 ノ 慣 徳 ガ 少 ナ イ ト
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云 フ 雛 トモ出 來 ナ カ ソ タ。結 核 性 或 ハ他 ノ合 併 症 ニ ハ

好 影 響 ヲ與 ヘ タ、特 二空 洞 ノ消 失或 ハ縮 小 及 ピー 般 衛

生 的 生 活 状 態 ニ ハ好 影 響 ヲ奥 ヘ タ.

(東 京 彪療 、 小 林 捗1

胸 腔 鏡 ノ改 良 二就 テ

JuliusSebesty6n:ObereineMGdifizierungdes

Thorakoskops.

著 者 ノ改 良 シタ ル胸 腔 鏡 二就 テ述 べ テ居 ル、之 レハ胸

腔 内 ノ診 断 ヲ用 フ ト同 時 二手 術 ヲ 行 ヒ得,レモ ノデ ァ

,レ、即 チ最 初 二榎 杵 ヲ閉 ジテ胸 腔 内 二掘 入 シ内部 ヲ診

噺 シテ其 マ ・積 柱 ヲ開 イテ癒 著 ヲ 剥 離 ス ル等 ノ手術

ヲ行 フ 撰 トガ 出來 ル モ ノ デ ア,レ.凍 京 市療 、 小 林抄)

ZeitschriftfarTuberkulose.Bd・70,H.5,1934.

猿 瘡 ノ治 療蚊 二其 成績 批 判

CarlFr.Funk:ZurLupusbehandlung,gleichzeitig

KritischeBemerkungenzlldenErgebnissenくAus

demKrankenhausfUrHauttuberkulose,Heilst翫te

MUncheberg/Mark.Chefarzt:Dr.CarlFr.Funk)

狼 瘡 ノ治療 二際 シ、 最 良確 實 ナ成 績 ハ、臨 躰 上特 殊療

法 二俵 ツテ得 ラ ㌧つレ。

全 均 療 法 トシ テハ 、光 線 及 榮 養 療 法 が確 實 ナ方 法 デ ア

ンレΦ

局 所 療 法 トシテ ハ、外 科 的 療 法 郎 切 除 法 、絞 捻 電 氣 切

除 法 が最 モ ヨク 用 ヒ ラ レ ル.併 シ乍 ラFinsen及

Kromayerノ 光 線 療 法 及 腐 蝕 膏 療 法 ハ 專 門 家 二 依 ツ

テ 爾 依然 トシテ圭 張 サ レテ ヰ ル。從 來 本 病 二封 シテハ

何 等選 澤 的 ナ叉 規 則 的 ナ 治療 法 ハ ナ カ ツタ。

注 意深 イ治 療 ヲ施 シテ モ再 獲 が起 ル。從 テ再 獲症 状 ヲ

初 期 ノ内 二止 メ ル爲 ニ ハ、治 療 後 時 期 的 二後 観 察 ニ ヨ

リ監 督 シナ ケ レバ ナ ラナ イ。(東 京 市 療 、 黒 丸抄 、

結 核 症 ノ脛 過 ト甲 状 腺 機 能

O.Schedtler:TuberkuloseablallfundSchilddrUsen・

funktion.(AusderNeuenHeilanstaltf纏rLungen.

krankeiRSch6mberg.Chefarzt:Dr。G.Schr6der,

unddemSanatoriumSonnenblickinMarbuag/L.

Direktoren:Prof.SchwenkenbecherundProf。

KlaPP)

家 兎 及 天竺 鼠 デ ハ、甲状 腺 ヲ切 除 ス ル ト、 結 核 感 染 ヲ

或 程度 迄 弱 メ ル。コ ノ作用 ハ 家 兎 デ ハ睾 丸 切 除 二俵 ツ

テ起 ル所 ノ結 核 症 ノ経 過 ヲ延 引 ス ル作 用 習 リハ 弱 イ。

結 核 天 竺 鼠 二Thyroxinヲ 與 ヘ ル ト ソ ノ結 核 症 ノ経

過 ヲ早 メ ル.

人 盟 二就 テ臨 沐 的 二多 ク ノ材 料 二就 テ観 察 ス ル ト、甲

状 腺機 能 ト、結 核 症 成 立 蚊 二其 纒 過 ノ關 係 二於 テ規 則

的 ナ 關係 ヲ謹 明 出來 ナ ィ.

結 核 症 成 立 二際 シ、結 核 症 ノ経 過 二封 シテ甲状 腺 機能

不全 ノ状 態 ハ何 等 ノ影 響 ヲ モ與 ヘ ノレモ ノデ ノ・ナ イ.

結 核 症 ノThyroxia療 法 ハ尚 未 ダ確 實 ナ 基 礎 ヲ鋏 ク

モ ノデ ァ ル。(東 京 市 療 、 黒 丸抄)

月維 時 ノ結 核 毒 素 作 用 二劃 ス ル藥物 ノ影 響

HeinzKriech:Ubermedikament6seBeeinfiussung

tuberkulotoxischerSymptomewahrendderMenstr・

uatiGn(AusderMedizinischenKlinikTtibinge".

Vorstand:Prof.Dr.OtfriedMtiller).

著 者 ・・結 核 症 ノ或 」v型(Beautasphthisiques)テ'・ ・、月

経 時 二著 明 ナ結 核 毒 素 作 用 ト シテ、規 則 的 二盟 温 上 昇

ヲ來 ス コ トヲ報 告 シ、且 ツ之 二良 赦 ア ル ノハ、 交 感紳

経 ヲ抑 制 ス ル藥 物Gynergenデ ア ル コ トヲ謹 明 シタ.

(東 京 市療 、 黒 丸抄)

不 完全 氣 胸 ノ成 績 並 二脛 験

MaxSchlosser=ErgebnissellndErfahrungeRbei

inkompletterPneubehandlung(AusderLungenheil・

st乞tteStrengbergbeiPuchbergamSchneeberg,N.・

0.Leitung:Prim.Dr.A.Rad).

昔 者 ハ 不 完 全 氣胸 ノ場 合 、出來 ル丈 ク保 護 的 二、反 復

ンテ氣胸 ヲ試 ミ,レコ トヲ推 奨 シテ ヰ,レ。

著 者 ハ不 完 全 氣胸 ノ18例 二就 テ氣胸 ヲ行 ヒ、=ノ 内

8例 ハ良 好 ナ成績 ヲ得 タ ト云 ツ テ キ,レ.著 者 ハ氣胸 施

行 二際 シ テノ、、少 ク トモ2-3箇 所 ノ異 ル場 所 デ試 ミ

ル コ ト。叉 比 較 的 長 イ間 隔 ヲ置 イ タ後 デ モ反 復 シテ試

ミル コ ト。少 量 デ モ空 氣 が入 ル トキ ニノ・他 ノ外 科 的治

療 ヲ行 フ前 二忽 耐 ンテ氣 胸 ヲ行 フ コ ト ヲ推 奨 シテ ヰ

♪レ。(東 京 市療 、 黒 丸 抄)

横隔 膜紳 経撚 除 ワ鼓 果 二封 ス ル條 件

N.F.Bedungen:VberdieBedingungenderWirk.

samkeitderPhrenikusexairese(LeitereinerAbteil●

ungimPetrowsky・SanatoriumzuPustseha・Wodiza

(Kiew.)).

横 隔 膜 紳 繹 撚 除手 術 ノ数 巣 ハ次 ノ理 由 二 俵 り訊 明 サ

しつ レ0

1.一 側 胸 廓 ノ容 積 ノ縮 小 。 之 ハ肺 、殊 ニ ソノ癒痕 組
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織 二特有 ナ牽 引カガ侵 サ レタ部分 ノ 虚脱 ヲ可能ナ ラ

ヅメ♪レ。

曾.横 隔膜麻癖 二依 ル比較 的安静、及之 二依 ル下部肋

骨 ノ運動 ノ減退。

3.淋 巴雄 二血 流循環 ノ攣化.

4.未 ダ充分 二研究 サVテ ヰナ4ガ 、交感紳経 ノ完全

障碍二俵 ル植物 性紳経 要素 ノ墾 化。

次 二、横隔膜紳経撚除手術 二最 モ適 慮ス ル例 ハ、亜急

性叉ハ慢性 二経 過スル例 デ、比較 的短時 日二恢復作用

ヲ現ハス例 デアル.ロ ノ際 空洞 ノ大 サ鼓 二周園 ノ肺組

織 ノ性状 が關係 スル.

肋膜二癒著 がナイカ、叉 ハ之 が懸疎 デ アル時 ニハ コノ

手術 ノ数果良好 デァル.

肺野ノ下曇二存 スル空洞 二際 シテ峯手術療 法 ハ人工氣

胸療法 二勝 ル、

患者ノ紅會的生活條件 が人工氣胸療 法 ヲ 許 サ ヌ様 ナ

場合ニノ・、 コノ手術療法 ヲ第一 二行ノ・ナケ レバナラ

ヌo

不完全氣胸、叉 ハ氣胸中止後肺 が再 ビ搬 ガ ル可能性 ノ

ナイ場合ニハ横隔膜紳経撚 除手術 ハ 補助的療 法 トシ

テ行バ レルゆ

横隔膜榊経撚除手術 ハ、疾患 ノ経過 ヲ延引 センメ、叉

完全ナ治療 的数果 ハ最 早期待出來ナ イガ、他 ノ手術療

法モ行 フコ トガ出來 ナイ様 ナ例 魂封 シテ行 フ ト、ソノ

病機 ノ進行 ヲ少 クスル雲 トガ出來 レ.

葉問腓砥照 ノ上部 二位 ス,レ空洞 デハ、勝砥i膿が邊縁部

デ固定 サ レテヰル爲 二、横隔膜紳経撚除手術ハ適 旛 シ

ナイ。

胸廓成形衛 ヲ行 フ前二.右 側 二横隔膜赫経 撚除手術 ヲ

行 フ ト、肝臓 が禦 ゲ ラレル爲 二、肺 ノ水李位 ノ虚睨 ガ

妨ゲラの レ。從 テ之ハ必 要二迫 ラレヌ限 リ行 フ可 キデ

ナイ。

進行 ノ早 イ氣管枝肺炎性蚊 二崩壌性肺炎性 ノ 型デ ハ

横隔膜紳経撚除手術 ハ禁 忌デアル.

肺 ノ周園 ノ臓器、心臓 二樹 スル横隔膜紳経撚除手術 ノ

影響ハ未 ダ充分 二説明 サ レテキナイ.

(東京市療、黒丸抄、

口腔 粘 膜 ノ結 核 性 潰 蕩 二就 テ

Jen6Sz合nt6:0berdiet#berkulotischenGeschwifre

derMui、dschleimhaut.(Mitteilungausderdermat-

ologischenOrdinatendesK6niginElisabeth・Sanag

Griums,BudapestDirektor:Dr.OszkarOrszagh,

K6nigl,ung.Obersa轟i磁tsτaの

著 者 ・・1928-4932年 二於 テ、 著 者 ノSanatoriumノ

患 者7622例 中、26例(3.4%〉=於 テ、 口膣 粘 膜 二結

核性 潰 瘍 ヲ有 ス ンレ者 ヲ見 タ.

潰 瘍 ハ ロ腔 粘 膜 ノ何 虞 ニデ モ 出 來、 好 獲 部 位 ハ ナ イ

(舌8、 扁桃 腺6、 咽 頭 壁5、 薗 銀5、 咽 頭 弓4、 下 唇

3、 軟 口蓋 及 口 底各2、 硬 口蓋 及 上唇 各1)。

肺 結 核 症 二於 テ、口腔 粘 膜 二潰 瘍 ヲ生 ズ,レコ トが稀 ナ

ノ ノ・、皮 圃 結核 症 が稀 デ ア ル ノ ト同 一 ノ原 因 二依,レ。

即 個 人 的 關係 ノ ミナ ラ ズ.臓 器 素 質 ノ關 係 二依 ル。皮

膚及 粘膜 ノ組 織 免 疫 、或 ハ過 敏 性 が少 イ ト云 フ理 由 二

依,レ ノデ ア ♪レ.口 腔 粘 膜 潰 瘍 ハ、肺結 核 症 ノ末 期 二生

ジ、 多 ク ハ喀 褒性 原 因 三依,レ.(東 京 市療 、 黒 丸抄)

意外 ナ知 見 力?(Kattent三dt/Zeitschr.f,Tub.

Bd.69,Heft3二 於 ケ ル業 績 二封 シ テ、

W.Ct}rsehmann:UnersvarteteErkenntnisse?Zu

dergleichnamigenArbeitv◎nKattentidt,Zeit・ ・chr.

f.Tub.Bd.69,Heft3(AusdemSttidt.Tuberkulose

KrankenhausHeilst釜tteHeidehau§,Hannover、.

著 者 ハKattentidtガ 「意 外 ナ知 見Jb云 フ標 題 デ 報告

シタ論 女 二封 シ、 疑 義 ヲ論 ジテ ヰ ル。

豊曄爵逸 國 内 二於 ケか知 ラ レテ ヰ・ナ イ結 核 症 患 者 撒 。結

核 症 患 者 ノ死 亡 率.結 核 症 患 者 顎 見 二 關 ス ル診 査 方

法。 結 核 症 ハ春 季 二活 動 性 トナ リ、活 動 性結 核症 患 者

ハ夏 季 二 多 ク獲 見 セ ラ の レト云 フ問題 、及 其 他 ノ諸 問

題 二關 シテKatte就idtノ 説 二異議 ヲ述 べ テ ヰ♪レe

凍 京 市療 、 黒 丸 抄)

結 論.HemDr.W.CurschmanRlSt二 封 ス ル)

B.KatteRtidt:Schlu6w◎rt(zudenvorstehenden

Gedankeng5ngenHerrnDr.W.Curschmanns)

前 記 諸 問題 二關 ス かCurschmannノ 疑 義 二i封ス ル著

者 ノ討 論 デ ア,レ。;東 京 市療 、 黒 丸 抄 〉

Zeitschriftf廿rTuberkuloseBd.70,Heft6,1934、

血 行 性 肺 結 核 症 ノ構 成 蛇 二 病 理 解 割

W・H。Stefko(Moskaei:DiekonstitutiGne!leund

PathologischeAnatomiederhaematogeneForm

derLungentuberku◎se.

1.血 行 性 肺 結 核 症 ヲ次 ノツ ニ大 別 シ得 ル、即 チ第1

ハ粟 粒 型結 核 第2ハ 病 竈 ノ極 メ テ小 サ イカ、叉 ハ除 り
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大 キ ク ナ イ縛 移 性 型 ノ モ ノ デ ア ル。

粟 粒 型 ノモ ノへ 毛 細 血 管網 ヲ最 初 二罹 ス故 二形 態 學

上 ノ像 が特 有 ノ有 標 ヲ示 ス。 群 居 性 ノ縛 移 性 ノ モ ノ

ハ、先 ヅ 内部 ノ血 管殊 二圭 トジテ静 脈 ノ 内壁 二附 著 シ

テ、 壁 二壌 疽 ヤ破 埋 ニ ヨ ツ テ、潰 瘍 性 血 栓 性 静 脈 炎 叉

ハ脈 管 内膜 炎 ヲ來 シ、績 イテ其 ノ部 ノ肺 組 織 二迄 進 行

ス ル モ ノナ リ、之 ニ ヨツ テ始 マ ル病 竈 ハ直 裡0.3-0.5

cmaリ1Tユ.2αm位 ノ大 イ サ ニ テ、 其 ノ中 ニ ハ圭 ト

シテ 乾 酪 化 シ タ物 質 ヲ充 ンテ、僅 二 弱 イ細 胞 反慮 ヲ有

ス ル モ病 竈 周 園 ノ反 慮 ハ殆 ソ ド失 ハ レテ ル カ、叉 ハ極

メテ 弱 〃、然 モ此 ノ病 竈 ト周 リノ健 全 ナ肺 組 織 トノ限

界 ハ明 ナ リ。

2。 結 核 性血 管 周 園 炎叉 ハ内膜 炎 屡 く互 二 結 合 シ テ

ル事 ア リ、吾 々ハ多 ク ノ例 二於 テ血 管 周 園 炎 ガ血 管 内

膜 炎 二引 キ績 イ テ起 ル ノ ヲ常 二 見 ル、然 モ此 ノ血管 周

園 炎 ハ淋 巴 管 ヲ経 テ最 初 二來 リテ、循 環網 ヲ侵 ス爲 二

豪 生 ス ル事 多 シ.

3.血 行 性 ノ モ ノ ハ 直 グ隣 ザと ア ル 淋 巴 型 ノモ ノ カ

ラ移 行 ス ル モ ノア リ.(東 京 市療 、三 紳 抄)

1933年 迄 ノ結 核 治 療 二關 ス ル新 藥F新 榮養 醐 二

就 テ

GSehδderSch6nberg:UberneuereMedikamente

undN蓋hrmittelttberdieBehandlungderTuberku・

10se(BerichtUberdasJahre1933).

1、 特 殊 性 蛇 二非 特 殊性 刺 戟鮒

結 核 二i封ス ル防禦 作用 ハ、網 状 織 内被 細 胞 系統 ノ作 用

昂 進 ニ ヨ ル、之 レが欝 二著 者 ハ自製 ノ「ワク チ ソ」ヲ使

用 ス ル、免 変 ト云 フ事 ヨ リ考 ヘ テB℃.G.ハ 確 二有

数 ニ テ、B.C.G.ヲ 用 フ レバ 「ツ ペ ル ク リ ソ」反 磨 陰 性

ノ モ ノ が陽 性 ニナ ル。

「ツ ベル ク リ ソ」ニ ヨ ル免 疫 反磨 ・・疑 ハ シイ.結 核 菌 ズ

脱 脂 シタ モ ノ、叉 ハ滅 菌 シタ モ ノ が兎 ノ結 核 二抵 抗 力

ヲ壇 ス ト云 フ が、 著 者 ノ経 験 デハ、 此 ノ場 合 ハ 「チ フ

ス 」菌 デ モ同 襟 ノ数 果 ア リ ト思 フ。

特 殊 藥 ノ最 新 ノモ ノニ 句 ボ イ ド」免 疫 原 ア リ、非 常 二

奴 果 ア リ ト云 フ者 アル モ、15%位 ハ副 作 用 ヲ起 ス事

ア リ。滅 菌 結 核 菌 デ礎 置 シタ 牛 ノ乳 ヲ小 見 二用 フ ル清

極 的 免 疫 法 ハ数 アノレラ シ。同 ジ意 味 デ肋 膜 炎 ノ浸 出液

ヲ注 射 ス ノレ事 ア ル モ、 此 ノ液 ノ中 ニハ 牲 々 菌 が ア ル

故.之vsリ 考 へvバ 積 極 的 ナ リ。 「ガメ ラ ソ」ヲ奔 特

蘇 性 ノモ ノ ト シテ用 フル 人 ア リ、多 債球 菌血 清 ヲ用 フ

ル人 ア リ.
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皿、 化學 療 法

金 製刺 「サ ノク リヂ ソJ以 前 程用 ヒラVテ 居 ラ ネ ド、

猫 多少 用 ヒ ラ レル、殊 二 「サ ノ〃 リヂ ン」粉 末 ガ網 状 織

内 被 細 胞 系統 二喰 ハ1/テ 、此 ノ活 動 カ ヲ高 メ テ細 胞 ノ

免 疫 二封 ス ルカ ヲ強 メ ル ト云 フ。 又 最近 奮 「ソ ベ,レク

リy」 ト「サ ノ ク リヂ ン」ヲ併 用 ス ル事 モ流行 ス ル.

皿、 薬物 療 法

灘…疲刺 トシテ 「クvオ ソー トJ製 燭 ナ ルSi・pneumopalt

ア リ、 之 ハ鎭 咳 作 用 強 シ、 喉 頭 ノ刺 戟 ヲ除 ク 爲 ニハ

Turiopinヲ 敷 滴 用 フvバ ヨ シ、 慢 性 持績 性登 熱 二封

ス ル解 熱 齊い シテ.最 モ数 ア リ ト思 バ レルハ 「ビ ラズ

ルフォ」帥 チAmidopyrinsulfosalicylsauresStrontium

デ ア,レ。 結 核 患 者 デ興 奮 シ易 イ患 者 ニ ハ 「ル プ ロカー

,レ」即 チK・bromatbNa・phenylathylbarbiturノ 混

合 物 ア リ。

榮 養刺 トシテ ハ燐 脂 鵬 ノ製 剤 ガ 用 ヒ ラ レ、 之 レニ ハ

「ビバ ソ」ガ著 名 デ ア ル
。

Stemberg氏 等 ノ 奨 賞 ス ル 浸 出型 肺結 核 ノ石 灰 療 法

ハ確 二数 果 ア リ、内服 ト注 射 ト併 用 ス ルハ特 ニ ヨ シ。

「加 レ千 ウム ザ ソ ドス」が最 モ良 イ
、是 等 ノ・同 時 二叉 血

液 凝 固 ニ モ旛 用 サ レル。 彊 内 二 於 ゲ ルCaトPbA

李 衝 が トレナ ケ レバ ナ ラ ヌ、此 ノ意 味 二於 テ ハ牛 乳 ノ

蛋 白 ト結 合 シテ ルTrikarziumphosphatカ.ヨ4。

IV、 榮 養 及 ビ滋 養 輌

VitaminD(llIlチVigantol・ ・組 織 中 ノCaヲ 活動 性

トナヌ。 叉VitaminAガ 結 核 ノ感 染 機 病 二i封シテ、

抵 抗 カ ヲ壇 ス事 ハ 多 クノ人 ノ認 ムル所 デ テ ル。S.(LH.

ノ減 嘘 食 餌 ハ肺 結 核 ノ治 療 食 ノ債 値 ハ ナ イ、唯 皮 膚結

核 二於 テ ハ食 腫 ノ減 ズ ル爲 トVitaminノ 塘 ス爲 二毛

細 管 壁 ノ作用 ガ盛 ニナ リ循 環 系 ノ 作用 昂 進 ノ爲 敷 ア

リ。叉 減 盤 食 餌 ・・水 分 代 謝 二数 ア ル故 小 量 ノ利 尿 鋼 ヲ

併 用 ス レバ 更 二可 ナ リ。

Insulinモ 亦 数 ア リFiZフ 人 アvド 、大 量 ハ不 可 ナ リ、

叉 特・二糖 尿 病 ヲ有 ス ル結核 患 者 ニテ モ1日20E.H.以.

下 トナ ス ベ キ デ ア ル。(東 京 市療 、 三 紳 抄)

人 コニ氣 胸術 ニ ヨ リ生 ゼ ル 胸 廓 内 漏 出物 ノ最 艮 治

療 法

PaulStarcke(Stuttgart):DiebesteTherapieder

BrustfellergussebeimktinstlicheRPneumothrax.

人 工 氣 胸 術 施 行 中 二浸 出液 ノ登 生 スル 事 ハ屡 ζアル

事 ニ テ、患 蕎 ノ豫 後 二及 ボス 影響 ノ、種 々ナ リ。 磐 者 毛

患 者 モ氣胸 ノ合 併 症 トシテ考 ヘ テ ル、伊 太 利人 ニ ヨ レ

,.曇
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バ約50% 、亜 米利 加 人 ニ ヨ レバ68%ハ 覆 出液 ヲ生 ズ

ト云 フ。寝 出液 ハ無 菌 的 ト有 菌 的 ノニ 種 二匠 別 ヌ。 大

多鍛 ノ・無 菌 性 ノ モ ノニ テ、第1同 ノ最 初 ノ施 術 後 既 二

初 マル、之 レハ 治療 ハ 先 ヅ第 一 が安 静 ニテ、 安 静 二保

チナが デ アスビ リ ンJヲ 與 フルがヨイe比 較 的大 量 ノ時

ハ灘 布 ヲ用 フル モ 可、盤 リ大 量 ノ時 ハ穿 刺 シテ績 ケ テ

後 へ液 ト相 當 量 ノ空 氣 ヲ入 レテ、内歴iノ 攣 化 ヲ防 グ、

併 シ實 際 二於 テ氣 胸 ノ ミニ テ病 勢 ノバ カ バ カ シ カ ラ

ヌ患 者 二浸 出液 ヲ登 生 セ ル 爲 治癒 二 向 ヒ タ ル例 モ 多

クア リ。有 菌 性 ノモ ノハ、 叉 結 核 菌 ノ ミニ ヨル純 ノモ

ノb、 混 合 傳 染 二y]レ モ ノ トア リ、是 等 ノ場 合 ノ・2%

Rivanol,2%Lugo1,1%Subkutin,O.02%Metap-

han,2-5%Gomenolデ 洗 瀞 ス ル 、 殊 二 敷 多 キ ノ・獲
ゆ

病 ノ初期 二洗灘 スルナ リ。最 モ治療 二困難 ナルハ肺臓

二穿孔 シテ混合傳染 セルモ ノナ リ、此 ノ トキハ唯絶封

安静 ニ シテ、肺臓 ヲ虚脱 ノ募犬態 二置 キ、此 ノ孔 ノ塞 ツ

テ搬痕 形成 ヲ來 ス ヲ待 ツテ、夫 レ夫Vノ 虜置 ヲDレ ベ

キナ リ。此 ノ場合若 シ孔 ガ大 ナ レバ洗漁 スル事 ニヨソ

テ、穿孔 ヨ リ肺臓 へ洗灘液 ヲ吸入 シテ氣管枝 肺炎 ヲ起

ヌ恐 レア リ。(東 京市療、三紳抄)

RevuedelaTuberculose50S6rieTome1 .No.2.F6b。1935.

療養 所 「pr6ventorium」 二於 ケ ル 慢性 肺 結 核 纒 過

中 ノ赤 血 球 沈 降 及 膿

Lonis.B6thouxetR◎ger.G6nin:lLas6dimer、tatien

globulaireancoursdelatuberculosepulmonaire

chroniquedanslapratiquesanatorialeetpr6vent◎ri-

ale.Etudecomparativede1500r6actionspratiqu6es

chez250Malades200femmeset50enfant§ .

200人 ノ婦 人 及 ビ50人 ノ小 見 患 者 二行 ヘ ル1500回 ノ

反慮 ノ比 較研 究。

方法 ハWestergren法 ニ ヨ リ 絢 麟酸 曹蓬3武 、 沸 化

「ナ ト リウ2・」0 ・8瓦 ヲ溜 水100瓦 二溶 カ シ タ 溶 液 ヲ

20%ノ 割 二静 脈 血 二混 ジテ用 ヒル。

約2ケ 月毎 二膿 重 、 血 沈 反 磨 、 喀 疾 中 ノ結 核 菌 鍛(不

均一観 野 蜘 ヲ曲線 二取 ツ テ観 察 ス ル ニ沈 降速 度 ノ減

少 ト膿 電堆加 ・・殆 ド規 則 的 ニー 致 ス ル が結 核 菌 数 ト

沈降 速 度 ハ無 關 係 ノ事 が多 イ、結 局 赤沈 反 磨 ・・肺 局所

ノ状 態 ヨ リモ全 均 的 、膿 液 的 状 態 ノ反響 デ ア ル。 肺 結

核末 期 二沈 降 速 度 ノ減 少 ス ル ノ ハ 血液 ノ無 酸 素 状 態

二 誉ル ラ シイ。

結 核 患 者 が妊 娠 スyバ3-4ケ 月 目 カ ラ沈 降 速 度 ハ

増大 ス ル ガ分娩 ト共 二急 速 二減 少 ス ル。

小見 ノ沈 降 速 度 ハ成 人 二比 シテ少 デ アル、 亭 均 債 ガ

2-3デ アル。成 人 ノ如 キ型 ノ櫛 結 核 ヲ有 ス ル小 免 ノ

沈 降速 度 ハ成 人 ト同襟 二増 大 ス ル ガ 腺結 核 デ ハ ア マ

リ壇大 シナ イ。(今 村 内科 、 梅 谷 抄)

肺結 核 患 者 ノ横 隔 膜 紳 経 切 断術 又 ハ 同神 維 内 ヂア

ル コ ール」注 入法 ノ末 梢 静 賑 血 墜 二及 ボ ス影 響 胴

1.Vasilesce:L'influencedelaphr6nicectemieon

de1,alcoolisationdu難e㎡phn6niqueancomsdela

tuberculGsepulm◎nairesurlapressionveinense

P6riph6rique.

方 法 ノ・H.Clandeノ 踵 力 計 ヲ用 ヒMa"riceVillaret

(lapr6ssionveiReusep6riph6riqueMassen1930)ニ

ヨ ル方 法 ニ ヨル、帥 チ 患 者 ハ枕 ヲセ ズ ニ全 ク水 李 二疲

テ腕 ヲ心臓 ト同水 卒 面 ニ ア ル如 クサ シ出 ス。 ソシ テ正

中静 脈 内 二筋 肉 内注 射 二用 フ ル 位 ノ 太 サ ノ針 ヲ入 レ

テ測 定 ス2レ。 末 梢 静 脈 血 墜 ハ殆 ドー 定 デVillaretニ

ヨノレ撮 高轍 蝿 ノ士 デアル.

結 果 ハ横 隔 膜 紳 経 切 漸 後 二静 脈 血墜 ハ 屡 ζ上 昇 ス ノレ

ガ之 ハ 横隔 膜 が上 昇 シタ爲 トハ 限 ラ ヌ、横 隔 膜 ノ上 昇

ガ ナ ク トモ静 脈 歴 ノ上 ル事 が アル 、横 隔 膜 上 昇 ガ著 明

デ モ静 脈 歴 ノ攣 化 ノ著 明 デ ナ イ事 が アル 。

即 チ横 隔 膜 紳 経 切 噺 ノ静 脈 歴 二及 ボ ス影 響 ハ不 定 デ ア

ル.横 隔膜 が麻 癖 セ ル ノ ミデ上 昇 シ テ居 ナ イ ノニ植 物

性 紳 経 系統 二何 カ ノ攣 調 ガ ア ソ タ ト見 ラ レル場 合 が

ア ツ タ、其 ノ誼 慷 トシ テ急 性 肺 浮腫 ガ見 ラ レタ。 肺 結

核 ノ同 手術 ニ ヨ ル治癒 作用 ハ横 隔膜 上 昇 ニ ヨ リ直 接

或 ハ間 接 二 植 物 性紳 経 系統 二 起 ル攣 化 ニ ヨ リ生 ズ ノレ

血 行 攣 化 二由 ル ノデ ア ラ ウ。(今 村 内科 、 梅 谷 抄)

潜 伏 性 結 核 性 腹 膜 炎

At.JaRas: .LaP6rit◎ftitetaberculeuselatente.

2例 ノ若 年女 子 二於 テ 急 性 轟 様 突 起 炎 ノ爲 二 開腹 セ

ルニ 愚檬 突 起 炎 ノ他 二腹 水 多 少 ア リ,之Mリ 動 物 接 種

ニ ヨ リ結 核 菌 ヲ謹 明 シ タ、故 二潜 在 性 結 核 性 腹 膜 炎 ガ

存 在 ス ル。雨 者 ハ共 二殆 ド恢 復 セ ル結 核 性 關 節 炎 患 者

デ アル。(今 村 内 科 、梅 谷 抄)

胸 廓 鏡 ニ ヨ リ確 メ ラ レ次 二穿 孔 セ ル肋 膜 下 結 節

JaequesAma鶏d:Tuberculesoxxs-pleuralC◎Rstat6a

Iapleuroscopieetsec◎ndaBementpe㎡ ◎r6.

胸 廓鏡 ニ ヨ リ1糎 大 ノ結 節 ヲ肋 膜 下=登 見 シ後 二膿



1006 倉 報 蚊 雑 報 【第13巻

胸 ヲ起 シテ死亡 セル1例 ヲ剖検 セルニ 先 ノ結 節が穿

孔 シテ居 タ、次 二同標 ナ結 節 ノアル ノヲ1例 見 タガ之

モ後 二膿胸 ヲ起 シタが此 イ例 ハ未 ダ 死亡 シナ イが恐

ラク ハ結 節 ノ穿 孔 ニ ヨ ル ノデ ア ラ ウ。

<今 村 内科 、 梅 谷 抄 、

RevuedelaTubercu蓋ose50SerieTome1。No.3.

高 地 ニ テ治療 セ ル肺 結 核 患 者 ノ血 液 學 的 研 究

H.Boucher:Recherchesh6matologiqueschez)es

tuberculeuxpulmonairetrait6senhauteal{itude.

肺結 核 患200人 二就 イ テ調 査 セ ル ニ結 核 性 貧 血 ハ血

色 素 ト赤血 球 が共 二減 少 シ テ血 色 素 系 鍛 ハ不 攣 デ ア

ル。高 地 二於 テ ハ貧 血恢 復 ニ ハ2型 が アル、一 ハ最 初血

色素 二攣 化 ナ ク、血 球 藪 が壇 加 ス ルe3-5ケ 月 維 テ

今 マデ 不愛 デ ア ツ タ血 色 素 が可 成 リ 急 速 二 塘 加 シ李

常値 ニナ,レ ガ7-12ケ 月 ニ シテ其 ノ培 加 ハ少 クナ ル、

シ カル ニ血 球 ノ墳 加 ハ 常 二 規 則 的 デ卒 常 債 ヲ超 過 ス

ル事 が屡 ミアル、此 ノ型 二入 ル モ ノハ95%デ アル。

他 ノ型 ハ血 色 素 ハ初 メ不 攣 デ血 球 ガ急 二 増 加 シ時 ニ

ハ数 時 問 ノ内 二亭 常 債 ヲ超 過 ジテ700萬 ニ モ及 ブ。次

二減 少 シテ約8日 ノ内 二李 常償 ニ カヘ ル。ソ ノ後 再 ビ

徐 々 二塘 加 ス ル、此 ノ時 ニ ノ、血 色 素 モ徐 々 二塘 加 シテ

行 ク、此 ノ型 二入 」yモノ ハ5%デ ア ル。 高 地療 法 ハ結

核 ノ貧血 二193例 二於 テ有 数 デ ア ツ タ。血 色 素 赤 血 球

ノ相 當 ノ減 少 ヲ見 タモ ノ ハ豫 後 が悪 カ ッタ.

Retikulozyten藪 ・・殆 ド全晋K二於 テ急 速 二増加 シ高 地

二 來 テ2週 間 ニ シ テ 成 熟 赤血 球100二 付7個 ヲ藪 へ

2レモ ノ が屡1ア ルe但 シ其 ノ後Retikulozytenノ 、段 々

減 少 シ1ケ 月 ニ シ テ李 常 債 二戻 リ其 ノ後 ハ 出血 デ モ

ナ ケ レバ培 加 シナ イ。 有 核 赤 血 球 ハ殆 ド見 ラ レヌ。

(今村 内科 、 梅 谷 抄)

結 核 激 幾 二關 ス ル臨 躰 上 ノ備 考

H.Edel:Remarque§cliniquessurlaponss6etuber-

culellse.

療 養 所 ノ患 者326名 中91人 二於 テ117回 ノ結 核 激 號

・急 激 二新 シ イ、或 ハ潜 伏性 ノ病 氣 ノ螢 現)ヲ 載 察 セ ル

ニ 】04同 ハ肺 二關 係 セ ル モ ノ13同 ・・肺 以 外 ノ モ ノデ

内85回 ・・古 イ病 巣 ノ 活 働 デ19同 ・・新 ナ ル血行 撒 布

デ ア ル。

年 齢 的 二見 ルb20歳 以 下 二最 モ多 〃年 齢 ノ進 ムニ從

ツテ減 少 ス ル、 病 型 ヨ リ見 ル ト雨 側 空洞 型 二 最 モ多

〃 、 一 側 空 洞 他 側播 極型 、 … 側 空洞 型 早期 型 壇殖 型

ノ順 デ ア,レ。四 季 ト ノ關 係 デ ハ春 秋 二最 モ多 イ、 人 工

氣胸 ヲ行 へ 」V105人 中32.5%二 之 ヲ見 タ、即 チ14例

ハ肺 二2例 ハ肺 以外 二15例 ハ肋 膜 二起 ツ タ、 此 ノ頻

度 ハ全 禮 的 ノ頻 度 ト大 鐙 攣 ハ ラ ヌ.

激 費 ノ結 果 ハ73%ハ 完 全 ナ ル恢 復 デ18%ハ 浸 潤 ヲ残

シ9%ハ 實 質 消 失 ヲ件 フ乾 酪 化 デ ア ル,

'今村 内科
,梅 谷 抄)

ボ ケ ー 、 ネ ー グ ル ノAntigenem6thyliqueノ 賀

駿 的 臨 淋 的 使 用

RobbSpaldingSpray,Ph.D。:Emploiexp6rimental

etcliniquedel'A貌tigむneM6thyliquedeBoquetet

Nbgre.・

家 兎 二艀 肱 内=2c・c・、皮下 二1αq注 射 シ テ モ反 慮 ヲ表

サ ナ カツ タ。 試 験 感i染前 二Antigさnem6thyliqueデ

塵 置 シタ家 兎 、試 験 感 染 後 二虎 置 シタ家 兎 ハ共 二封 照

二比 シ テ長 期 間 生存 シ禮 重 減 少 モ少 ナ イ.

人膿 二用 フル ト、 反 慮 ヲ表 サ ナ イ、腋 下腺 結 核 ノ1例

ヲ治 癒 セ シメ タ、痔 痩 例 二於 テ モ速 カ ニ治癒 シタ。無

熱 性 肺 結 核 二於 テ ハ食 慾盟 重 増 加 、咳漱 ノ減 少 ハ著 明

デ ア ッ タ。 ・:今村 内科 、 梅 谷 抄)
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